2

3





 (
第二話、常月まとい～或いは、ハートの洗浄
～
)
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第二話　あらすじ
「先生は、心から誰かを好きになったことがないんですね」
望は小森を救ったはずだった。
自らの言葉で彼女を救ったと思っていた。しかし望は彼女が変わろうとし
てい
た理由が、自分への恋ゆえだと
知って
しまう。
自分がしたことは無意味だったのではないか、彼女は自分を連れ出してくれる存在なら、誰でも恋をしていたのではないかと
苦しむ望に対し
、
常月まといが恋について問いかける。
彼女をストーカーからやめさせようと、様々な手を打つ望であったが、しかし人が生きる最たる理由である恋愛の前に成す術もなく、事態は次第に手遅れへと近づいていく。
果たして望は、『ストーカー』という絶望の中で、彼女が生きる理由――希望を見つけられるのか。
編集者注
人がストーカーへとなっていく臨場感から、優れたサスペンスドラマとしても名高い今話が、原作者監修の元、ノベライズ化される運びとなりました。前回から続く小森霧との関係の模様と、新たに登場するまといのストーカーぶり。それに相変わらず謎の風浦可荷香も登場し、
とても
見応えある作品となっております。どうぞ楽しんで御覧下さい。
) (
絶望の器
～さよなら、絶望先生～
)
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著者：描写担当：脳Ｎ紳士　社会問題分析担当：相馬沙夜　　サークル名：紳士教程
)
売れないものを印刷する時間も金もありませんので、たとえあったとしても、在庫を抱えるのが嫌なので、ＣＤ―Ｒに入れるという形を取らせていただきました。
これなら売れなくてもかさばることはないので、安心です。えへん。
家にプリンターがない方は、申し訳ありません。
家のパソコンにワードがない方は、申し訳ありません。

ワード２００７ver.です。

印刷の設定をご説明致します。

ページレイアウトのページ設定の項目。その右下の矢印をクリック
ページ設定の一番上を見る。その中の余白と書かれた部分を押す。
設定が、上30mm  下 30mm 左 25mm　右 25mm　とじしろ 0　とじしろの位置　左　印刷の向き　縦　となっているか確認する。
次に、再びページ設定の上を見て、そこの文字数と行数というところをクリックする。
方向　縦書き　段数　２段　文字と行数を指定する　文字数　33 行数31

画面左上の赤と黄色と緑と青の丸ボタン（Ｏｆｆｉｃｅボタン）をクリックする。
印刷と書かれているところをクリック
印刷画面の右下のＯＫをクリック
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お詫び
すみません。
本当は全部書き終えるつもりだったのですが、全然
間に合いませんでした。
ですので、とりあえず
今回は
前編だけを載せて、
残りは
何とか次の文学フリマまでには、書き上げたいと思います。
宜しかったら、次も見て下さい。
※もしかしたら、１０Ｐずつくらい、ＨＰに先に載せるかも知れません。
でも、
フリマから一ヶ月後くらいまで、
何も
更新がなかったとしたら、
ＨＰに少しずつ載せることはやめたのだと思っていて下さいませ。
)
●第２話　『常月まとい～或いは、ハートの洗浄～』前編2012.5.6.ver.

私は長い間、学校に行かない生活をしています。

――いえ、別に不登校とかひきこもりだとか、そんなものじゃないです。
そんなものと、一緒にされたくはありません。
　私がしている高尚なことと、そんなどうしようもない人達と一緒に扱って欲しくはないです。
　いや、或いは扱っても別に構わないのかも知れません。
　別に私のしていることが、誰かにとって気にくわないことでも、私にとっては知ったことではありませんから。
　どれだけ世界が否定しようとも、
　私はそれを選ぶことを、ためらわないと思いますから。
　――さて、これでもう私の理由は、語る必要はないですね。
そんなふうに語ることができるのは、後にも先にも世界に一つしかないことですから。
　でも一応、察しの悪い唐変木――或いは、それを最高だと認められない、お上品な方々の為に、私は宣言しておきましょう。
　私が学校に行かない理由。
それは、私には学校に行くなんかよりもっとすばらしいことがあるから。
私が学校に行かない理由。
　学校では決して教えられない、生きる意味が、そこにはあるから。
　私が学校に行かない理由。
　それは――愛です。
　私はポケットに手を入れる。
　そして、彼とお揃いの携帯ストラップと、彼とお揃いの画面覗きこみ防止シールが付いた、彼とお揃いの携帯電話を出す。
　私はそれを愛おしく撫でながら、携帯電話の電池カバーを外し、そこに貼ってあるプリクラの、私の隣に映っている人の姿を目にする。
「あぁ」と私は、それだけで、幸せの吐息を洩らす。
　彼の分身で、彼の百分の一にも満たないプリクラなのに、これほども幸せな気持ちにしてくれるなんて、彼はなんて素晴らしいんだろうと、心より思う。
　何ものにも否定することができない事実として、
　私はそのプリクラをいつまでも飽きることなく見つめていられる。
　たとえば、人の命が千年以上あるとしても、
私は千年時が経とうとも、そのプリクラから目を逸らさない自信があります。
なぜならば、彼以外に見る価値のあるものなんて、この世にはないからです。
でも、私はそのプリクラから目をそらしました。
　その理由は、私の言葉に嘘があるからでも、
彼以上のものがそこにあるからでもなく、
　単に、眺めることをしていては、肝心の彼に会うことはできないから。
　彼を越える最高は、今の彼以上にないからです。
　私は名残惜しくそのカバーを閉じて、ポケットに携帯をしまいました。
　しかしそれは、彼の姿を映した物質が、目の前から消えただけのことで、彼の姿はずっとここにいるのです。
　なぜならば、
　瞼を閉じていても見えて。
　耳を塞いでいても聞こえて。
　鼻を押さえていても嗅げて。
　舌が麻痺していても味わえて。
　肌に触れていなくても感じることができるのが、彼だから。
　私の愛しい愛しい愛しい人である、彼――たかしだから。
「たかし」
彼の名を呟いてみる。
それだけで、私は彼との全てを思い出せる。
彼との出会いから、今に至るまで全てを思い出す事が出来る。

「俺は自由人。社会の歯車になんてならないぜ」
そう言って笑った、彼の横顔を思い出せる。
草野仁のようになりたいと、筋トレを欠かさず頑張る彼の、ひきしまった肉体を思い出す事が出来る。
そして、「好きだよ」と耳元で囁いた彼の、甘い声を思い出す事が出来る。
私はそれだけで、ほぉーと、心が満たされていくのです。
とても温かいそれは、私が生きる全てで、
彼さえいれば世界に他に何もいらないと本気で言えて、
――生きている、と思えるのです。
「あぁ」
　私は、恍惚に脳を揺さぶられる。
　揺さぶられ、芯が痺れていくような想いがする。
　この世界に、彼以外には何もいらない。
彼がいるだけで。
それだけで私は満たされる。
それだけで全てがどうでもよく思える。
空っぽの私が――満たされていくのです。

私は彼の全てを思い出す。
私は何をしていても、彼のことを体の隅々、毛の一部までも再現できる。
彼の髪。彼のつむじ。彼のもみあげ。彼のおでこ。彼の眉。彼の目。彼の目元。彼の鼻。彼の鼻の穴。彼の頬。彼の口。彼の顎の輪郭。彼の顎ひげ。彼のにきび。彼の耳。彼の首。彼の肩。彼の脇。彼の脇毛。彼の鎖骨。彼の胸板。彼の乳首。彼の乳毛。彼の胸襟。彼の腹筋。彼のギャランドゥー。彼の二の腕。彼の肘。彼の腕。彼の腕毛。彼の手首。彼の手の甲。彼の指。彼の爪。彼のあそこ。彼のあそこの毛。彼の太腿。彼の脚。彼の膝。彼の足首。彼のくるぶし。彼のかかと。彼の足の爪。
それら一つずつにある記憶と、感触。
そこから得た幸せな気持ちを思い出す事が出来る。
そんなのは当然。
造作もないこと。
私はいつも彼のことばかり考えている。
むしろ彼のこと以外何も考えていない。
私は何をしていてもどこにいても起きていても眠っていても彼のこと以外考えていない。
考える必要なんて、ない。

「――ぁ」

　たかしは今、何をしているのだろう。

……あぁ！
気になる！
気になる気になる！
気になる気になる気になる気になる！
気になる気になる気になる気になる気になる気になる気になる気になる気になる気になる気になる！
彼が何しているか、気になる！
彼に会いたい！
会いたい会いたい！　
会いたい会いたい会いたい会いたい！
会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい！
今すぐ彼に会いたい！
早く彼の姿を見たい早く彼の声を聞きたい早く彼の匂いを嗅ぎたい早く彼の唇を味わいたい早く彼の体に触れたい早く彼を抱きしめたい早く彼と手をつなぎたい早く彼とテレビを見たい早く彼とお風呂に入りたい早く彼の筋トレ姿を眺めたい彼の話が聴きたい早く彼と一緒になりたい！
早く彼の傍で安らぎたい！

だからたかし――。

今――会いに行きます。

●　　　　　　　　　●

　家とは、日常である。
　
　日常以外の何ものでもない。
　日常以外のものであってはならないところだ。
　それはつまり。
　非日常を排除する場が、家であるとも言えよう。
　そう。人は変化を尊ぶのと同じように、変わらないものを望む。
　なぜなら、世の中という変化していくものの中に生きるということは、それに合わせて自分の変化も強いられるということだからだ。
　それは辛い。
　とてもじゃないが、辛い。
　時に生きていくことをやめるほどに、それは辛いものなのである。
　では、その辛さから逃れる為には、死を選ぶ以外にどうすれば良いか。
　――果たして、それは不可能である。
　生きる以上、そこから逃れることはできない。
　変わらないなんてことは、あり得ないのだ。
　ならば、そこに用意されるべきは、オルタナティブ。
　あまり変化を必要としない場を、用意すればいいということだ。
　言い換えれば、何もしなくても、自分が自分でいることを許される場所を作るということである。
　――そう、つまりは家だ。
　その望みが一番実現しやすい場所が、家なのだ。
　唯一不変に近い場所が、家なのだ。
　自分や、自分がいることを許した者以外に、
　自分や、自分がいることを許した者が買った物以外に、
状況を変化させる要因が、できるだけ少ない場所が、家なのだ。
　だから人は、家に帰る。
変わることを強いられる世の中で疲れた人は、
　あまり変わらない家に帰る。
　家に帰り、自身がここでは変わらなくてもいいことに、安らぐのだ。
　ちなみに安らぎが何なのかと問われれば、
　私はこう、答えるであろう。
　安らぎとは、頭を働かせることに疲れた人が、もはや考えなくて良いと悟った瞬間と、その持続であると。
　未知のものを否定し、
　既知のものだけで良いと想うのが安らぎ。
　状況を良くする可能性があるものを否定し、
　今の心の平穏の為だけに、状況をほぼ変化させないか悪化させるしかない既知を愛するのが、安らぎなのである、

　そう。変わらないことは永遠の牢獄にして、永遠の楽園なのである。
　
　しかし、新井智恵は見た。
　この家の住人である智恵は、見てしまった。
　未知のものなどあり得てはならない家の中で、智恵はそれを、目撃してしまったのだ。
似てはいるが決して同じものはない、多くの辛い仕事に頭を悩ませ、
やり遂げて帰ってきた彼女の前に。
　社会での義務や役割を果たし、家で既知に溺れる絶対の権利を持つ彼女の前で、未知は起こっていたのだ。
　それは、家の役割に刃向うがごとく、『そのまま』という理想が、既に壊れてしまっている光景で、
法律上、社会規範上、更には職業上。
在り得てはならないことであった。

　果たして、それとは――
　
一人の女生徒に覆いかぶさる、男性教師の姿、である。

· 　　　　　　　　●

絶望した少女達の担任になった、絶望の淵にあえぐ教師
運命に翻弄された彼らに許されたことは
互いを慰めることだけであった

そしてそれは物語の必然に合わせ
いつしか愛の名を冠していく

今、その物語は語られる
倫理も道徳も抱けない者達の
しかし剥き出しの命は燃えていく

真夏の空に咲く、一つの花のごとくに
　高く、熱く、そしてあまりに鮮やかに散っていく
　
· 　　　　　　　　●

　それは、ほんの三十分前のことである。

「……来てくれてありがとう、先生」
　
　小森の柔らかい声に、望は頷いた。
　嬉しさを隠すことのできない、嬉しさを隠すことを恥ずかしいと思わない、まだ子供の、純粋な好意を受けながらも、望はかろうじて頷けた。
　頷けてしまっていたのだった。
「勿論ですよ、小森さん。なぜなら私は、あなたの担任なのですから」
「わかってるよ、糸色先生」
「……」
　少女の了承の返事が、言葉の上面しか見ていないことを知りながら望は、
　少女との会話、その合間に、現在自分が来ている小森の現住居、新井智恵のマンションの一室を見渡した。
　そこは広めのリビングだ。
　今望が座っている背の高い小さなテーブルと三つの椅子、ソファと本棚がメインの部屋だった。
　初めてここを訪れた時、その部屋を、智恵の性格を表しているかのごとく、必要最低限の生活品と本しかない、余計なものがない部屋だと望は思った。
　しかし小森が来て時を経るに連れ、かわいい小物や漫画やＤＶＤなどの小森の趣味のものが増え、その部屋は次第に余計なものを増やし、
　そこにある意味を変えていったのだった。
　まるで健全な人間関係ですねと思いながら望は、今やこの部屋の主と言っても過言ではない小森が、自分の顔をじっと見ていることに気づく。
　望は微笑みを浮かべた。
「――ん」と小森は息を呑み、
そんな反応をした自分に気づいて、「……えーと。じゃあ！　お茶を淹れてくるね！」と言い、慌ただしく隣の部屋へと去っていった。
　ぱたんと少し騒がし気にドアが閉まると、
望は笑みを消し、潜むように深く溜息を吐く。
　掌を頬に当て、顔の輪郭を歪ませ、髪を掻き、
　拳へと形を変えた手を、こめかみに押し当てる。
　そして投げやりに、この時間が早く過ぎてしまえば良いと、歴史上現実に対し何もしてくれなかった存在に願った。
　そんな無為を行う望の視線は今、掛け時計に向けられている。
　コツコツと、時計は今日も正常に動く。
　清浄でないものを置いて、気丈に動いている。
　時間という机上の概念だけを保つ為に、軌条を辿っている。
　――それだけだった。
　それだけが、その存在からの、雄弁にして模範の解答だった。
　当然だ。
　静かな部屋には、それしか起こり得る余地はない。
　他の、一人間でしかないものが望む何かへ、導くものなど在るはずがない。
　それは幻想など入る余地のない現実で、
　当り前の事実だった。
　期待はしていなかった。
　何の実態も持たないあやふやな存在が、自分に対して何かしてくれるなんて、思っていなかった。
　思っていなかった――が。
　今の自分の心に、僅かばかりの落胆が在ると望は知る。
　そう。結局のところ、望はそいつに完全に期待していなかったわけではなかったのだ。
　彼だか彼女だか人間だか非人間だかわからない存在を期待して、そいつが今、何かをしてくれることを心の底では望んでいたのだ。
　だから望は溜息をする。
　溜息をするついでに、軽く社会や世界を呪ってみたりもする。
　自らへの失望を孕んだ八つ当たりとも言えるそれは、
　しかし、彼が子供じみていることを理由にせず、
　彼の世界と状況が、ドラマじみていることを理由とする。
　――記憶喪失。
　それが、彼にもたらされたドラマの主題で、
　糸色望という登場人物に与えられた設定だった。
　そう。　記憶喪失などという、ドラマでしか聞いたことがないものに出会っているから、望は神の存在だかを否定することはできなかったのだ。
　期待して、
　いつものように裏切られることをやめられなかったのだ。
　・・・・・・。
　わかっている。
　わかっています。
　別に現状を変えるものは何も起こりません。
　自分にとって、都合の良いことなど起こるわけがありません。
　なぜなら、神はくそみたいな脚本家で、
ドラマチックな演出を一つ設けては、飽きて次の仕事に行ってしまう、いい加減なやつだからです。
　その設定が起こす事件や出来事の内容に、
整合性や秩序は勿論、テーマすら持たせず、ただ放置するだけの相手だからです。
だから、この世界ではどんなドラマも中途半端に終わってしまいます。
　小説のような、緊密なシナリオは存在し得えないのです。
そうだ。おそらくは。
やつは今きっと、次の誰かにドラマ的設定を与えるのに忙しいのだろう。
　誰かを天国だか地獄だかに、ノリで落とすことに夢中なのだろう。
　設定だけで書くのに飽きる、自分を追い詰めて書くことのできない、
　何も知らぬガキのように、ダメな存在なのだろう。
　だから、神は望の元には現れない。
　神は今日も何もしてくれない。
　おそらく明日も何もしてくれないのだろう。
　だからこの世では、
自分の上に起こることは全て、自分で何とかしなければならない。
終わった、どうにもならない自分を抱えても、
その身を引きずって、動かなければならない。
祈る弱さも、折れる脆さも、
　そんな暇があるなら、前に進む力に変えろと、無神経に唄う世界の中で。
「――死にたい、と。そんな時に、思わず零してしまう弱さくらいは、認めてくれると良いんですけどね」
　望は視線を時計から放す。
　その気だるい眼差しは、部屋を一周だか三周だかしたところで、テーブルの上の手に向けられる。
　その視線に押されるようにして、手は組み合わされ、額は置かれ、目は閉じられる。
　祈りかと思えるその姿は、しかし祈りではなく、
　頭の中に蠢く、ぼんやりとした地獄が去るのを待つだけの、
　風に千切れそうな、折れた花とでも表現すべき姿であった。
　そんな、具体的な名にするならば、悩みや疲れ、或いは苛立ちのようなものを抱えている望に、当然のように起こること。
　それは悪い想像であり、悪い追想である。
　
　たとえば人はこんな時に、

思い出したくもないことを思い出してしまうのだ。
　
· 　　　　　　　　　　●

　希望に満ちていた。

　彼女――小森霧とのドラマの後の、望の気持ちを表す言葉はこれだった。
　信じていた男に裏切られ、レイプをされ、世界から離脱しようとしていた彼女。
そんな絶望に満ちた彼女を、望は助けた。
　自分の魂を絞った、精一杯の言葉で、小森の自殺を止めることに、望は成功したのだった。
　そんなふうに、自分の言葉が人を変えることの快感は計り知れない。
　伝わらないことが当たり前の世界では、
　人が人を変えるほどの影響や力を持たなくなった世界では、
　それは奇跡と言っても、差し支えないものだからだ。
　しかも、――である。
　望はその上に、仲間をも得た。
　自分と同じく世界に絶望したものに巡り合い、そして二人が共に歩むことを願われたのだ。
　これほど素晴らしいことがあるだろうか。
　生きるという寂しい道程の中で、共に進んでいく友人を見つけるほどに、心震えることがあるだろうか。
　そうだ。望は嬉しかったのだ。
　陰気な望でも、思わずはしゃいでしまうほどに。
　生きるのが恥ずかしい自分を、無視できるほどに。
このまま、自分はまともに生きていくことができるんじゃないかと、思えるほどに、希望を――。

　――たやすく打ち砕かれる願いを、抱いてしまったのだ。

　その日――いや、それは今日の数分前のことだ――望は小森がいる智恵のマンションに来ていた。それは誰かが邪推するような類の訪問ではなく、彼女がひきこもりから脱出する為の一つの手段――会話の練習相手として、或いは教師の役割として、望はここに来ていたのだった。
　望は高くそびえるマンションを見上げながら、小森のことを思う。
　歳を経てはいても、今や心よりの友と言える存在のことを想う。
　彼女は頑張っていた。
　彼女は自分を変えようとしていた。
　自分が望む、人から望まれる何かになろうとしていた。
　それが、どんなにか遠く、得ることの難しい望みか知っていようとも、彼女は努力していた。
かつての自分の会話を思い出しながら、
　今はせめて、そこへは近づこうと、精一杯試行錯誤をしていた。
　こんな話し方はどうか、
　こんな話題は良いのか、
　こんな頷き方でいいのか、
　こんな顔でいてもいいのか、と。
　時に、私とはどんな人間だったのかを見失いそうになり、逆に見失いたくもなる、そんな辛さの中にいて。
　それでも彼女は、歩みを止めようとはしなかった。
　心をなくし、辛さを感じなくなってしまったわけではない。
　別の何かに怯え、逃げきる為に、それを利用としていたわけでもなかった。
　なぜなら、彼女は知ってしまったからだ。
　あの一連のドラマの中で、一つの想いを悟ってしまっていたからだ。
　自分にとって一番辛いこと。
　それは。
　理想の自分になる為に、堕落を捨てることではなく、
　奇想の自分になる為に、歓楽に委ねることではなく、
傷つかない夢想の中で、
一人、大切な者を失楽することだと知ったのだ。
　だから、彼女は変わろうとした。
　誰かを、容易く守れる自分に、
　誰かを、知らずに傷つけない自分に、
　誰かを、優しく癒せる自分なんてものに、なろうとしたのだ。
　言うまでもなく困難な、茨の道を進むと決めたのだった。
　そうだ。
　ならば、こんな時大人は、
　気高く、強くあろうとした子供を、尊重すべきであろう。
　彼女の覚悟の後ろで、
　百の振り返りに、千以上の眼差しで答えるべきであろう。
　だから、望や智恵は小森を見守ることにした。
人間の会話――その最たる現実の敵、その仮想として、
　レベル一から演じるつもりでいた。
　それは具体的に何をするかというと。
言葉が出なくとも決して急かしたりせず、
少しずつでいい、少しずつでいいからと、
優しい笑みで待ち、
会話がうまくなったら、
よく頑張ったねと言い、
わけがわからなくなって泣きそうになった時は、
　（あくまで智恵だけであるが）抱きしめてあげていた。
　それはまるで、幼き子に接するような、
　そんな、揺り籠のような優しさに抱かれ、
　小森は、安心して会話を上達させることができ、
　また、それに伴って彼女は、
人がどれほど優しいものであったのか、ということを思い出して、
深い傷から癒されていった。
　そしてそれは、彼女だけではない。
　望もまた、彼女によって癒されていた。
彼女という弱かった者が、
強くあろうと進み、
そして強い存在になっていく姿を見ることに、心を温められていた。
　なぜならば、そんなふうに、良い方に人が変化していくのは成長であり、
　それを見て、そんな人生もあるのだと自分の中に落とし込むことは、希望となるからだ。
そう。知識――記憶とは時に、
人を破滅から逃れることを封じるが、
そこから脱する手段を与えることもある。
知らなければよかったことは多いが、
知って良かったこともまた、多い。
なぜならそれは、一つの可能性を思わせるからだ。
生きて、学び、考え、知ることをやめなければ、
どんな不幸でさえも、
死ぬ他にない悪夢ですらも、
いつかは逃れる方法が見つかるのではないかという、そんな甘さを。
――例えば、この私にですらも抱かせることができるからだ。
彼女によって自らが良い方に変わっていく予感を、心に絡ませながら、
　望は、友が待つマンションの、自動ドアの前に立つ。
そこはオートロックがない代わりに、ＴＶ付きインターフォンをセキュリティとするマンションだった。
　だから望は、入口を何のこともなく通過し、
　エレベーターで五階へと進み、智恵の部屋へと向かった。
　多少物が置かれている廊下を望は歩き、
　智恵の部屋の前に差し掛かろうとした。
そんな時のことだった。

「――ぃとしきせんせい」と呼ぶ、彼女の、小さな声が聞こえてきたのだ。

　そのマンションは、台所が廊下に面していた。
　だから、彼女はそこから自身に呼びかけたのだろうと無意識に考え、
「はい。何でしょうか、小森さん」という返事をしようと、
　普通に、しかし声色は自然と優しさを含むものへと調整されながら、望の顔は、彼女がいると思われる方へ向けられた。
　しかしその先に、相手たる少女の姿は見えなかった。
　その事実に、望の掛けようとした言葉は、噤むこととなる。
　――いや、違う。
　また数瞬が、否定の言葉を紡ぎ、認識の意味を、脳へと送る。
　それは事実として、そこに彼女はおり、
　単に、彼女がいるのが台所の、曇りガラスの窓向こうで、シルエットでしか視認することができないから、一瞬いないと思っただけのことだと教えた。
　だから望は待った。
　呼びかけ後の当然の流れとして、窓が今にも開かれ、彼女が自分に話をし出すのではないかと思ったからだ。
　しかし待とうとも、窓は開かれない。
　開かれず、声すら掛けられず、
沈黙が、奇妙な間がそこには漂い続けている。
　望は、はてどういうことでしょうかと、疑問に思い、首を傾げた。
すると、再び、

「いと、しき、せんせー」　と呼ぶ声が聞こえた。
　
· 　　　　　●

――そこで、返事をすればよかったのだ。
　
後になって、望はそう考える。
　そうすれば、人の気持ちに気が付く方ではない鈍感な私は、何事もなくいることができたのだ、とそう思う。
　私が返事をして、小森さんがびっくりして、私がどうかしたのですか、と言って、何でもないよ、先生という小森さんの言葉に、疑問は霧散していくことになったはずだった。
　そうすれば。
そうすれば私は、このままはしゃいだ気分でいることができ、僅かな時間でも生の煩わしさを忘れる事ができたのだ。
　幸せな――とても幸せな気分でいれたはずなのだ。
　しかし。
　しかしその時の私は、気づいてしまう。
　疑問を抱き、返事をせず、違和の在処を探ろうと、とどまってしまう。
　夢を壊したいわけではないのに、
使命のような切実に駆られたわけでもないのに、
その、素朴な疑問を解く為だけに、とどまってしまった。
　時に、最高に愚かしい望みである、それは、

なぜかいつも、あまりにも簡単に叶えられる運びとなってしまう。

· 　　　　　　　●
　
「……い、い、いと、しき、の、ぞ、む先生…………せん、せい」

　彼女はまだ、教師の名を呼んでいた。
　つまづくように、確かめるように、糸色望と呟いていたのだった。
　そんな彼女を前にして。
長く、いや時間にすれば短く、
望はそこに止まっていた。
　淡く、揺れる影を見つめる瞳は優しく、
　心は祈るようでありながら、
　どこか拒みたい気持ちを、魂は感じていた。
　望は、自分の、そんな心の一端を知ってしまう。
　自分の何が、彼女を拒もうとしているのだと、
　怒りを込め、そんな自分を否定しようと目をつぶる。
　あまりに清らかな彼女。
　美しき美しき彼女。
　否定するところなど何もないはずの、白き美貌の少女。
　その、何を拒むつもりなのだと、自分を責め立てる。
「……あ――」
　そこで、望に思考が走った。
　答えは遠いが、しかし確実に今自分は、その答えを導いてしまうだろうという予感を、望は感じてしまっていた。
　そしてそれは止まらず、思考の奔流となる。
　あぁ。
あぁ、まさか。
彼女が紡ぐ私の名前は、
私への呼びかけに使われているものではなく、
　彼女の独り言ではないのか。
　そうだ。
　空気に掻き消えそうな、あの声は、
　どこにも届くあてのない、あの空気は、
　私を認識していない――そうとしか考えられない。
　しかし。
　しかしだ。
　それならなぜ、彼女は私の名を呼んでいる。
　聞き間違いなどと誤魔化せないほどに、
　なぜ彼女は、私の名を呼び続けているのだ。
　彼女自身の中にある私に向かって、
　どんな用で、どんな気持ちで呼び掛けているのだ。
　どんな場面に、私とあることを、彼女は望んでいるのだ。
　そしてそこにいる私は、どんな顔をして、彼女に応えているのか。
　――わからない。
　わからない――が、
でも、彼女はその時の為だけに、
　その時に自分のできる最高を行う為に、
彼女は一人の時、私の名を呼ぶ練習をしている――そうとしか思えない。
なぜならば。
　人を呼ぶという行為は、つまり。
相手に叶えて欲しい願望があるという意味であり、
　相手がいないのに相手の名を呼ぶということは、
　叶えたくとも、拒まれると思うがゆえに、言えない望みがあるからであり、
　その時、他の人の名をも呼ばないのは、
他の誰かでは叶えられない望みが、その相手にあるからであり、
　
そして、その筆頭たる願望とは――
　
　――違う。

　違う違う。
　違う違う違う。
　違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う。
　違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う
違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う。
　違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う。
違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う

　――違うのだ。

　私は何を考えている。
　私は何の答えに至ろうとしているのだ。
　とにかく、それは絶対に違う。
　それは絶対に違うはずだ。
　違っていてくれ。
　違うはずであってくれ。
　誰か、違うと言ってくれ。
――そうだ。
　なら、これはどうだろう。
彼女は今までひきこもりで、
　何のコミュニケーションもしてこなかったダメ人間だった。
　今それで、彼女は私達に迷惑をかけている。
　だから一刻も早く、元のコミュニケーションができる自分にならなければ、と思っている。
　じゃあ、その為にはどうすればいい？
　そんな存在にすぐにでもなれる、最短の近道とは何だ？
　――それは練習だ。
　私や智恵先生がいない時でも、練習をするのだ。
　練習をして練習をして練習をすることが、最も単純にして確実な、何かに至る方法だからだ。
　そうだ、それだ。
　それしかない。
　あくまでこれは、練習だったのだ。
　他の特別な意味なんて持たない、普通の練習なのだ。
　名を呼んでいるのは、それが挨拶と同じくコミュニケーションの基本だからだ。
　人の目を見つめ、名を呼ぶことから、対等な人間関係なるものが、起こり得るからだ。
　つまり、彼女が今、私の名を呼んでいる、その理由は、
　それは、本番の為の、疑似練習ということになる。
　例えるなら、今日の部活――他校との練習試合の相手が私で。
　彼女は、以前戦ったことのある私と戦うことを想定し、
　今、頭の中でイメージトレーニングをしながら、素振りをしている。
　本番で勝ちたいが為に。
それだけだ。
　それだけだ。
　それだけだ。
それだけ――なんだよ。
　しかし、望のそんなごまかしでは、思考を止められるわけもなく、
　彼女をダメ人間などと言って貶めようとした思考の責め苦と共に、
一つの、恐ろしい答えが猛烈な勢いで浮かび上がってくる。
　その恐ろしさに震え、
　望はこれ以上の決定的な言葉を訊かぬように去ろうと、
時間を潰してまた来ようと、
――いや、今日は酒に溺れ、全てを忘れてしまおうとして、
おぼつかない歩みで、その場を去ろうとしたのだ。
何もなかったことにする為に、
全てを勘違いとして葬る為に、
彼女と明日、笑って話をする為だけに去ろうとしたのだ。
　
――しかし神は、残酷の演出にだけは長けていたのだろうか。
　
そいつは今、聞く確率の少ない言葉を、望の耳に届けてしまった。
　彼女の――普通ならば知るはずのない心、その答えの欠片を、
　小森は今、呟いてしまった。
　
「……なんか、――恥ずかしいや」　

· 　　　　　　●

　望は揺さぶられた。

　強く殴られたかのような、多大な物量が望の脳を襲った。
　それは思考を乱し、しかし思考を加速させ、
安定せず、しかし安定しているかのように真っ直ぐな速度で、
望を崩していった。
　――なんだ。
　これはなんだ。
　これはいったい、どういうことなんだ。
今のはどういうことだ。
　今の私は、いったい何を知ったのだ。
　彼女の言葉に、何を悟ったのだ。
　その言葉に――何の感情を見出したのだ。
　わからない。
　わからない。
　わからない。
　なぜ、顔が強張るのか。
　なぜ、膝が震えるのか。
　なぜ、身は崩れ、壁へと寄り掛かろうとしているのか。
　私には、何もわからない。
　――いや、わかっている。
　本当は、私はわかっている。
　私は、私がわかっていることを、どんなに否定しようとも否定できないことすらも、わかってしまっている。
　パズルの最後の一片を嵌めるように容易く、その概念は今完成を迎えており、それを妨げることは――もはやできない。
　瞬き一つか、或いは数分かも知れないが、
しかしその概念の押し付けを止めることはできないと、望は悟っている。
どんなに自分の全てを用いて否定しようとも、
事実というものの力は強く、
　隠してあった悲劇や滑稽さが、
　こんなにも他愛無く暴かれてしまうことを、望は知ってしまっているからだ。
　だから望は、
その前に、
　全てが決定的になる前の瞬間。
空から、大切な人が落ちていくのを見るしかない人のように、想った。
　あぁ。
　なぜ人はこんなにも無力なのか。
　あぁ。
　なぜ脳はこんなにも勝手なのか。
　怖いものは何も、わからないままでいてくれたらいいのに。
　何もかも乗り越えられるほどの頭脳ではないのなら、
　悲しみに気づかぬ程の愚鈍であればよかったのに。
　あぁ、なぜだ。
　なぜなんだ。
　なぜ人はこんなにも、辛い思いをして、生きなければならないのか。
　こんな辛い思いをしてまでも、生きていかなければならないのか。
　その理由は、誰が知っているのだろうか。
　誰が、教えてくれるのだろうか。
　知っているのならば、誰でもいいから教えて欲しい。
　私の全てを犠牲にしても構わないから、私はその答えが知りたい。
　知りたいのだ。

　そんな呆然に打ちのめされ、
　望はその意味を知る。
　望の、中途半端に賢しき頭は、
今想った概念を、
小森が吐いた言葉に、当てはめてしまう。
　
それは――恋だった。
　
　その甘き語らいは天をも酩酊させ、
　その失いは地よりも底なしに堕とす。
人が古より乱れ、壊れていった劣情。
恋という呪いだった。
「あぁ」という呻きすらなく望は、
　その考えに納得してしまった。
　小森は自分に恋をしていると、確信してしまった。
　――だからか。
　望は、この身が崩れる理由を、落胆の中で知った。
　おそらくそれは、
　二人の関係が友情だと、私は考えていたからだ。
　ここまで来た道筋は違おうとも、
　今は肩を並べて、困難に立ち向かう同志だと思っていたからだ。
　――しかし現実は違った。
望は茫然と、マンションの天井を見上げ、
その灰色に、濁った瞳の色を映す。
　友情ではなく、恋愛だった。
　それは、自分の言葉は彼女に届かなかったことを意味する。
　なぜならば友情は、相手を認めないと生まれない。
　相手のことを知り、価値観や行動原理を想い、それでも同じ時間を共有したいと認めた時に、友情は芽生える。
　自信のない人間にとって、
自分で自分のことを認められず、年中不安に陥っている人間にとって、それは最も欲しいものなのだ。
　だが恋愛は、違う。
恋愛は勘違いからでも生まれる。
　どんなダメ人間でも、恋をされることはある。
　その条件は、外見や内面ばかりではない。
　例えば、彼氏にひどくフラれたばかりの美女ならば、声を掛けただけで、ものになることがあるのだ。
　そうだ。
　私の場合もそうだ。
　あの日、小森さんにとって価値があったのは、私がその場にいたことだけだ。
　私がアクロバティックなことをしたのも、私が真面目な話をしたのも、
　その内容に意味なんてなくて、私が彼女の為に何かをしたことだけが重要だったのだ。
　それはつまり――。
　
望は、その悲槍に、心が奈落へと落ちるような感覚に襲われ、
身が重力に引きずられてしまった。
それは、人の身体から魂が抜けてしまえば、どれほど重くなるのかという仮想を、体感しているような呆然だった。
今の望にとって、息一つするのですら、億劫になった。
動けない。
動けない。
動きたくない。
今はただ、俯いていたい。
そんな、死にたくなるような留まりの中、
望は静かに――諦めたように、悟った事実を呟いた。

「そうか……私はまだ――無意味のままなんですね」

　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●
　
　最悪の回想を思い出してしまった望は、閉じていた瞼を開く。

　深い世界に落ちていた為に、霞み歪んで見える世界ではあるが、そこは紛れもなく智恵の部屋で、小森に会う為の部屋だった。
　望は、ここに来た。
　あんな絶望に襲われた後でも、ここに来ていた。
　それは無論、望が強いからでも、心を殺し切るほどに理性に徹することができるからでもない。
　実際のところ、望は一刻も早く、この場を離れたいという願望を、コンクリートの床の上でぼんやりと抱いていた。
　それが行動に移るのも、そう遠くはなかったはずだ。
　しかし足に歩みの力を取り戻すより先に、
　望の到着を待ち切れなかった彼女の、玄関からの覗き見によって望は見つかり、ここにいる羽目となった。
　絶望に崩れ、力を失っていた望に、望を心配し、とりあえず家の中で休ませようと焦る彼女の勢いを、止められるはずもない。
「それでも、ベッドの上で寝かせられることを避けたのは、我ながら上出来とでも言いましょうか」
　それは越えてはならない一線だと、思いますしね。
　望が、何となしの思考を終えると、視界はすでに正常になっていた。
そのまま視線で求めるは、今彼を悩ます彼女ではなく、また、愛しの妹にして心の拠り所でもある倫でも、ましてや神などではなく、もっと具体的な、二人での気まずい時間を終わらせてくれる存在――新井智恵だった。
　だが彼女はしばらく帰って来ないことを、望は知っている。
　小森も知っている。
　用があって、智恵は遅くなることを二人は知っているのだ。
　そこに出来る『屋根の下、二人の男女。帰らない保護者』という図式を思い、望は疲れたように小さく笑い、そして俯いた。
　そこで望は考える。
顔に手を当て、それを自分の輪郭を確かめるように添えながら、
果たして先ほど小森に向けた表情は、うまく笑えていただろうかなどと考えてみる。
また、自分がした軽い挨拶は、きちんと適切な教師の範囲内で演じられていたかも想う。
それは、相手が自分の気持ちに気づいているということを悟られず、私が落ち込んでいることすら悟られず、ちょっと調子が悪くて座ってしまっただけの体で、返事ができていたか、ということだ。
それについて、ちょっと考えて、まぁぎりぎりかなと判断してすぐ、
そんな思考をしている自分が普段と違うと気づき、
これは本当に柄じゃないな、と望は思った。
――まったくさぁ。
おかしな話ではありませんか。
気遣いなんて余裕のあることをするなんて、私らしくないでしょう。
私は自分のことしか考えられない、自分のことにしか興味がない人間なのだから、そんなことを考えるものじゃないでしょう。
この私に気遣われるなんて、
相手にとっては、冒涜された気分になるだけでしょうに。
本当にさぁ。
いつから私はそんな人になったんでしょうね。
いつからそんなことが許される高尚な人間になったんでしょうね。
気遣いなどという、
上から目線で、誰かを見下して、
そのおかしさに触れないように笑って流してあげることのできる、立派な人間になったんでしょうね。
いつから、そっち側の人間になれたんでしょうね。
そっちの、許される側、認められる側の人間になったんでしょうね。
おそらく、たまたま一人の少女を救ったと勘違いしていたので、その気分が抜けず、まだいい気にでもなっているのでしょう。
それとも、事故のようなものとはいえ、たまたま一人の少女の特別になれたのだから、自分は特別な人間だという思い上がりでも始めたのでしょうか。
ふん。
私は――馬鹿ですね。
その程度で、何かを分かった気になるなんて。
人の中に入れるなんて、思い違いをするなんて。
私は、惨めなくらい弱いやつですのに。
自分のことしか考えない、自分勝手な人間ですのに。
それで私は、人の粗か欠点を探すことだけが得意の陰気な教師で、
自殺し損なった、ただの愚かものに過ぎませんのに。
だから――言ってあげましょうか。
物覚えの悪い自分自身に、言ってやりましょうか。
私は学習しない愚か者だから、
学習などできない愚かな物だから
何度でも言いましょうか。
なぁ、糸色望。
いい気になるなよ。
　思いあがってんじゃねぇよ。
　彼女はお前を認めたわけじゃなくて、
　恋をする相手というポジションに当てはめただけなんだからな。
　それはつまり、お前じゃなくてもよかったわけだ。
　たまたまお前が傍にいたから恋の相手と決めただけで、お前以外の人間でもよかったわけだ。
　お前は無意味だったってわけだ。
　それにだな。
　もし仮に彼女がお前を認めて、友情の相手として求めたところでな、
　それがいったい何になるんだ？
　彼女は確かに変わっていった。
　頑張って努力して、何かになろうとした。
　彼女はそういう人間だ。何かになれる人間だ。
　でも――お前はなんだ。
　お前は何なんだよ。
　お前は何もしていないじゃないか。
　何の変わる努力もせず、勝手に彼女を見て、ほのぼのと癒されていただけじゃないか。
　結局、お前は何を得たって無意味なんだよ。
　彼女と一緒に変わろうみたいな気分になったところで、具体的な行動を起こせない人間じゃないか。
　そんなんじゃまた、同じことを繰り返す。
　同じ絶望に沈み、のたうち回るだろうさ。
　ふん。そうだよ。
　お前みたいな、自分に永遠に自信を持てない陰気なやつは、
　変われないのさ。変わる為に何もできない口だけのやつなのさ。
　お前はずっと、人に迷惑を掛ける人間のままなのさ。
　そうだ。
　だからお前は、人間に関わらないといい。
　奈落の底で、いつまでも砂遊びでもしていればいい。
　誰にも知られず、何も残せず、

　――一人で死んでいくべきなんだよ、お前は。

　・・・・・・・
――コンと、台所の方から音が鳴った。
それは、青く光る深き洞窟の、湛えてある池に落ちる雫のような、
澄んだ――人を引き付ける清廉であった。
望は、その音を合図とするように、心の迷路から戻る。
自分の愚かさを責めるという、抜け出せない迷宮の放浪を中断し、一度こちら側に戻って来る。
それは望が、彼女の存在によって救われたからではなく、より道化を、彼女の為に――いや、自分の立場を守る為に演じるがゆえだった。
あとで思いだして自分に反吐が出て、今より深く迷宮の奥に落ちて行くとは知りながらも。
望は視線を台所の方に向け、そこから来る音をガラス越しに聞いた。
それはポットに水を入れる音。茶葉を急須に移す音。そしてお茶菓子を用意する音。
　鼻歌交じりの歌が聞こえてきそうな日和であった。
　そんな、平和な音の中で望は、
まるで戦時中の兵士のように、こちらに戻る足音だけに強く気を張り、
しかし身体を、少しの間だけでも休ませる為に、疲れた表情でいることを自身に許し、そして、
そんな自分に、うんざりしていた。
「――」
そこで、音が一瞬止まる。
彼女がこちらに戻ってくると察した望は、善良な教師の笑顔を慌てて貼りつける。
ドアが開く。
そこから小森が入って来る。
　お盆にお茶と湯のみ茶碗と、一口サイズの包装の和菓子を、緊張しながらも楽しげに運んでくる。
　彼女が望の方を見た。
　その顔を見て、小森も笑った。
無事、笑顔の作業は終わったのだった。
――そう。
　例えばそんなふうに。
　人は楽しい気持ちになれる。
相手の心を知らなくとも、
　自分だけが楽しさを共有していると、勝手に思って嬉しい気持ちになれる。
それはまるで。
人が人とどうして分かり合えないのかという答えを、体現しているようであり、
　なぜなら相手は。
　小森のような人と接する相手はいつも。
「おや、これはおいしそうですね」
「でしょ、先生」
　例えばこんなふうに。
何でもないような演技が上手いから。
「じゃあ食べていいよ、先生」
「……ありがとうございます。とても――嬉しいです」
　或いはこんなふうに。
何でもないように、心を隠すことに慣れてしまっているからだろう。
つまりは、善良と呼ばれる人全て。
世界を構成していると思われる人の全て。
他人に対して何気なさを貫くというのが規則の、
社会という名の壁が、そこにはあったのだ。
それに気づかないものは、
気づいてもうまくこなせないものは、
その壁を越えられない。
人の心に近づけないままに、
人に見捨てられるのだ。
　望は湯のみを手に取った。
そして、「いただきます」と、小森が淹れたお茶を、ある意味日本茶を飲む時の礼儀作法である、ずずずと音を立てながら飲む。
そして手慣れた所作として、
「淹れるのが、大分上手になりましたね」と褒めて。
それに相手は、
「――えっ」という驚きの後に、
「まだまだ、そんなことないよ。――全然。智恵先生の方が、美味しくて、全然。こんなの――うぅん」
あたふたと、照れたようにドモってしまう。
そんな彼女に、望は微笑ましいと思っているような表情を崩さない。
崩すという術を、知らなかったからだ。
果たして、その状態は続く。
それは、小森が他の人と話す為のリハビリで習慣になった、望との会話の間も続く。
　それは、こんな内容だった。
「――で、それでね。先生。それでねそれでね」
「はい、何でしょう」
　彼女の癖である、何度も何度も相手が聴いていることを確認しているかのような前置きの後に、小森は語り出した。
「愛は刹那的なものじゃないと、いけないらしいの」
　いつもの、どこかで借りてきた言葉を、小森は話のきっかけにした。
　それはまだ、自分の言葉で語るには、人は怖いからだと望は思いながら、
「それはどういう意味なのでしょうか？」と、
　唐突な言葉に、わざとらしく首を傾げる。
　借りてきた言葉に、借りてきたような仕草で返す。
　それが人間関係なのでしょうと思いながら、望は続けてと、先を促した。
　小森は、「う～ん」という、内容を思い出している唸りの後に、
「うんとね。当然、小説とか映画の話なんだけど、ハッピーエンドよりはバットエンドの方が人気があって面白いって話」と言った。
　未だ会話に慣れておらず、前後の繋がりの見えない内容ではあったが、
「それは場合によりけりでしょう。救いの無い話に、人気が集まるとは思えませんし」と望は無難に、今話したところだけの返答をする。
　それが的外れだったのか、小森は再びうぅーと唸り、
「違う違う。そうじゃなくて、うーんと何だっけ」
　思い出し、形にするのに一分ほど頭を悩ませた後に、小森はとぎれとぎれながらも言った。
「えっと、バッドエンドは確かにバッドエンドなんだけど、その前にハッピーがある方が、良いんだってさ」
「ハッピー……ですか？」
「うん♪」と、ろくに伝わってもいないのに、自分の言葉が伝わったかのように、小森は嬉しそうに頷き、その喜びのままに、小森はその続きをしゃべった。
「えーとね。つまりね。私の言いたいバッドエンドってね。気分や状況で流されて、恋が成就して、今度は二人を結んだものによって、引き裂かれるって話のことなの」
「運命の恋→悲劇という内容ですね。例えば（日本人がやったらイタいことになる格好が流行った）『タイタニック』と（死ぬ直前の言葉を真に受けて現地人に迷惑を掛けることになった）『世界の中心でうんたら』などの」
「そうそう」
　またもや相手に通じたと思った小森は――今度は事実その通りであるが――嬉しそうに頷き、そしてその後、
「あれって、とても良い夢だよね」と、どこか遠くを見るような目をした。
それに気づかず、「確かに（とても都合の）良い夢ですね」と望は頷いた。
　しかし今度は、その、カッコ付きの部分でも読み取ったのか、小森は嬉しそうに返事をせず、ただただ悲しそうに俯いた。
　何か余計なことを言ってしまったのでしょうかと、内心焦る望がわけを聞くより早く、小森は悲しみの理由を呟いた。

「だって、自分達の愛が引き裂かれるのを、誰かや何かのせいにできるし」

· 　　　　　　　●
　　
「普通の人ってね。いつか当然だけど、別れが来て。でもそれよりも前に早く、心が離れる時が来て。――感情が、状況より先に、終わりを漂わせてしまうの」
「……」
「それって、とても悲しいことだと思う。とても辛いことだと思う。だってそれはどちらが悪いわけでもなく、自分が自分であるだけで、大切だったものを、いつか大切ではなくしてしまうんだよ」
　自分の心がなぜか、鈍く揺さぶられていると自覚しながら、そんな弱さを見せない為に、望は平静を装って無言で頷いた。
　そんな望の様子に気づかず、小森は先を続ける。
「人にはね。自分達のせいで、自分達の愛が壊れるのを見てられないから、運命に壊して欲しい願望が、あるとかなんとか言ってた。だってそこでは、愛の良い部分だけがあって、愛の汚くて醜い部分はそっくりカットされているから。だって見たくないし」
「……」機械じかけの人形のように、望は無言で頷く。
「二人の心が時間によって壊れるところを見ないで済むことが、読者が求める最高のハッピーエンドなんだって。なぜなら、一番リアルを見せられずに済む結末で。恋という幻想に浸りながら、泣いてすっきりできるから。あぁ、かわいそうって感じで」
　望はそんな小森の言葉によって、自分の心が遠くへ行ってしまうような感覚の中に連れていかれていた。
　その虚ろの感覚の中で、小森の言葉は脳に木霊する。
《そもそも、何で恋愛ものが数千年の昔から現代まで人気があるのかというと》
《女の人は実はずっと、男の人よりもリアリストだから》
《恋する気持ちを捨てされれば、頭脳仕事で男よりも力を発揮できるくらいに現実を見る力があるの》
《でも、それじゃあ、全部の女が頭脳の仕事ばかりしちゃうと……あ、あ、赤ちゃんが生まれなくて、子孫が続いていかないから、だから女は恋をするようになっているの》
《恋せよと、物語や社会で言い聞かせることで、恋をするだけの動物になっていったの》
《そうすれば、男の人は力に任せて仕事をして、そこで得た金で女の人を守ってやるということができたから》
《そうして男の人は、女の人に生活での役割を全て、奪われることがなくなって、役立たずにならずにすんだんだ》
《それは未だに続いているの》
《肉体的に力はあっても、頭脳の力は男にあるとは限らないのに、未だにその時のことを引きずって、男の人はお金を稼ぎ、女は家庭を守るという構図が社会に残っている》
《うん、つまり数千年レベルの惰性か習慣が、女が恋をし、恋愛ものが流行る理由なんだって》
《女は恋をするようになっている。だから、恋をしなければならない》
《恋を恐れる女性、恋に不安な女性、恋に臆病な女性、全ての恋をしている女性の為に》
《恋を知らない女性、恋を忘れた女性、恋を諦めた女性、全ての恋をしない女性の為に》
《恋の味が素晴らしいことを植え付けて、一つの真実――気持ちは永遠じゃない――を忘れさせて、現実的なしがらみの多くを乗り越えさせるのが、恋愛の物語なんだって》
《その惰性があるから、頭脳労働が多くを占めた現代で、男の人の肉体的な力の必要性が減った時代であっても、女の人に仕事の全てを奪われずに済んでいるんだって》
《うん。女の人のリアリストぶりは、恋によって麻痺されるの》
《実際のところ、『二人はその後も幸せに暮らしました』なんて言葉なんてこれっぽっちも信じていないんだけど、その物語に浸っている間は信じることができるの》
《そして物語を忘れ、現実に戻る前に、そのぼんやりとした心で恋をする。醒めそうになったら、また似たような物語を観て、永遠に浸る》
《そんなふうに繰り返す為に役に立つから、恋愛ものはずっと人気があるんだって》
《どうかしたの、先生？　先生？》

　――愛しき先生？

「――いや、何でもありません。大丈夫です」
　望は首を左右に振り、鈍った脳を元に戻そうとした。
　それにまだ、心配そうな顔を続ける小森であったが、
　それを無視し、続けてと、望は少し語気を強めて言った。
　それに小森は、先生に促されたから早く会話の続きをしないと、ということに引きずられ、望のことを気遣う思考はどっかへと行き、話の流れを思い出す事に没頭した。
　そんな小森を、羨ましくも恨めしくも想えそうな瞳のままに、望は彼女の言葉が出るのを待った。
　途中の中断で、どこまで話したか、一瞬わからなくなった小森だが、
　幸いそれほど時を置かずに思い出し、また嬉しそうに語り出した。
「でね。そんな話を求めるのはなぜかというと、皆幸せになりたいからだって」
「……幸せですか」油断すれば擦れた声になりそうな気持ちを抑え、望は何とか相槌を打つ。
「うん、幸せ」それに小森はやはり嬉しそうに答え、話を続ける。
「嬉しい楽しい感情は永遠だと、一瞬でも錯覚していたい。なぜなら、幸せとは刹那でしかないから。感情は続かないから。感情が続かないのは、私達に非がないからだと思い込みたいの」
　そんな小森に、望は疑問を抱いた。
　彼女はなぜ、こんな話をしているのだろう。
「なぜなら人は、幸せになりたいのに、自分の幸せを作れず、壊してしまうものだから」
　なぜ、こんなにも楽しそうに語るのだろう。
「物語はそんな自分の代わりに、他人の幸せを壊してくれて、それで自分は不幸せになった彼らと比べて、悲劇が起こらない自分を幸せに思う」
　恋が壊れる話を。
「愛の部分には永遠を感じ、その永遠を保存しておく為に、壊してしまいたい。都合の良いところだけを、味わいたい」
　何でこんなにも、楽しく語れるのだろう。
「そんな気持ちが、そんな映画を作るんだって」
　幸せが壊れる話を。
「それが愛は刹那的なものでないと、いけない理由なんだって」

　自分の恋心が否定されてしまう物語を。

そんなふうに、彼女の調子が、どこか楽しそうだったから、
　どこにも悲しみが見えないような清々しいものだったから、
　望は思わず、訊いてしまった。
　自分に恋心を抱いている相手へ、無粋に、
考えに没頭していて知らず、ぽつりと訊いてしまった。
「小森さんにとって、愛の幸せって何ですか」
「…………」無言。
　耳が痛くなるほどの無言が、彼女から流れてきていた。
　それは、はしゃぎすぎた後の、我に帰った瞬間。
　自分が弱くて愚かな子供でしかないことを思い出してしまった瞬間だった。
「――いえ何でもな――」
「私も同じだよ、それと」
　失態を犯したと気づいた望は、話を終わらせようとしたが、
　しかしそれより早い彼女の言葉に、望の言葉が遮られてしまった。
　望は、強い語気で言葉を出した彼女の顔を見た。
　そこには先ほどまでの、楽しげなものは一切なく、
　羞恥のあまり、ドモることも、頬を染めることもない、
　静かに俯くだけの、虚ろな彼女の姿があった。
　それを望は知っていた。
　その姿を、望は知っていた。
　それは、自分の願いが叶わないことを知っている人の姿で、
　自分の気持ちが死んでいくのを見ている他にない人の姿で、
　心よりの――絶望だった。
　望の声は言葉を失い、届かない気持ちが咽を鳴らした。

「――私も自分のせいで愛が壊れるところを、愛が受け入れられないことを見たくない」
　その姿にショックを受ける望をよそに、小森は話を続ける。
「運命が、最高の状態のままめでたしめでたしと幕を閉めてくれることを願ってる」
　でもね、と小森は言った。
「運命はそう簡単に甘い夢を見せてくれない」
「運命はそう簡単に牙を剥いてくれないの。――わりとどうでもいい運命は叶えてくれるのにね」
　それは、　自分の中にすでに答えがあり、
　今はそれを朗読しているだけであるような明快さを持つ、
　迷いのない言葉だった。
　そのことに、さらに衝撃を受けながら望は、しかし彼女に投げかける言葉は見つけられないでいる。
　だから望は。
「だから私は閉じこもっていたい」
　次々出される彼女の決意に
「相手に自分の恋を知られずに、」
　彼女の決断に、
「相手が来てくれるのを、ずっと部屋で待っていたい」
「それで！　――それでいいんですか！　小森さんは！」
　バカみたいに、彼女の真意を問い詰めることしかできなかった。
　そんな望に小森は、言った。

「愛されたいと、心が嘆いても――待つしか私には能がないし」

　――そう言って、悲しげに小さく笑う彼女に、望が想った感情は。
　もしかしたら。
　苛立ちに似たこれは。
　壊れてしまうくらいの激しさを持ったそれは――

　殺意なのかも知れなかった。

· 　　　　　　●

　望は無言で立ち上がった。

　訊き過ぎた気まずさを払う為に。
　去れば、問題も事実も消えてしまうと思ってでもいるかのように。
　別れの言葉で取り繕うことも忘れて、
　ただ足を玄関へと進ませようとした。
「――待って、先生」
一方、語りすぎた彼女は、
その気まずさから来る疎遠を留める為に、望を呼び止める。
　その手は伸び、望の和服の裾を掴む。
　それは彼女の切実さの強さだったのか、
　望を止める力は想いの他強く、
それに驚いた望は、バランスを崩し、倒れてしまう。
そこでできた形は、
――望が小森に覆いかぶさっているような状況だった。

　そして舞台に、智恵は上がるのだった。

· 　　　　　　●

過去の私は、私を何よりも疎ましく思っていた節があります。

　別に、そんな考えに至った、具体的なエピソードがあるわけではありません。
　誰かが同情だか軽蔑だかをすることのできる、わかりやすいエピソードがあるわけではないのです。
　ただ、私は私のことが一番嫌いだったのです。
　――いいえ、それは正確ではありませんね。
　私は、私以外のもので嫌いなものはなかったと言った方が正しいですね。
　そうです。
　それは、一般的な少女が興味を持つ、ファッション、スイーツ、映画やドラマ、或いは異性に対して、何の関心も抱けなかったという意味であり、
　つまり、私以外のことに私は、一切興味がなかったという意味にもなります。
　だから、私は私が疎ましいのです。
　この世で一番嫌いであり、
　この世で一番好きである自分。
　他にランクに上るものがないゆえの、最上と最低の同率一位。
　完全に嫌えるわけでも、好きになれるわけでもない私。
　希望も絶望もできない、中途半端な状態を私は、疎ましいと評していました。
　――まぁ、その言葉を誰かに聴かせたことはないのですけれども。
　なぜなら、私には友達がいないからです。
　幼いころから、人や物に興味を持てない人に、共感を基本言語とする友達など、できるわけがありません。
　私はずっと、一人で居続けました。
　一人で居続けることができました。
　それを寂しいと思ったことはありません。
　決して強がりなどではなく、私は一人でいることが当たり前だと思っていましたから。
　私は、本当に一人で居続けることができたのです。
　最初は他の人が話しかけてきようとも、すぐに気持ち良いくらいに無視されるようになったのです。
　事務的なこと以外に、彼等が私に関わることはなかったのです。
　それは珍しいことだと、私は思います。
　それは幸運なことだと、私は思います。
　なぜならば、女というものは、群れを成していなければいけない生き物だからです。
　自分達の範囲の中にいる同性を、利益になる味方か不快にさせられる敵かに分けなければ、気がすまないのが女なのです。
　女は、自分を無視する同性が、一番許せないのです。
　こちらから孤立させたらならともかく、こちらが何もしていないのに勝手に孤立しているのを許せないのです。
徹底的にいじめても、いじめ足りないほどに許せないものなのです。
　しかし、私のいたところは違いました。
　彼女達は、私のことを無視していました。
　私のことを疎ましく思っていることは言葉や態度の節々に感じとれましたが、具体的な行動に移ることはついぞありませんでした。
　いじめられる要因があるとはいえ、必ずしもいじめられるとは限らないというものなのでしょう。
　私は幸運だったのです。
　しかしそれは、幸運ではあっても、幸福ではないのでしょう。
　なぜなら、私の望みは、自分の中に深く根付く疎ましさが消えることで、そしてそれには、得られるものが良しにしろ悪しきにしろ、人間関係なるものが必要だということが、確かなことだと思えたからです。
何もないままでは、私はずっとどっち付かずのまま、生きるしかないありません。
　希望を抱いて人間や物に興味を持つべきか、
　絶望を知って人間や物に興味を持つことを諦めるべきか、
　どちらも選ぶことができません。
　だから私はいつも思っていました。
　私をいじめても構わないから、私と関係を持ってくれる人間がどこかにいないのだろうかと。
　そうです。
　私は、何かが起きるのを望んでいたのです。
　何かが起きて、私を希望か絶望だかに落として、何かをはっきりさせてほしいとそう思っていたのです。
　はっきりさせて、この胸の内にある疎ましさを消して欲しいと思っていたのです。

　果たして、その何かは高校一年の春に起きました。

　それが――彼との出会いでした。

· 　　　　　　　●

「じゃあね先生」
「えぇ、さよならです、小森さん」

　靴を履き、ドアを出た望は、彼女にさよならの言葉を放ってから、廊下を歩いて行った。
　彼女の方を一度も向かずに行われた一連の動作、特にさよならの言葉は、
　それは叶うなら、永遠にしてしまいたい強さを持っており、望はそんな自分に嫌悪を抱く。
　そしてその嫌悪は、一歩歩くごとに、一回も振り返らない自分に、どんどん増していった。
　その嫌悪が理由ではないが、望は廊下の先――ちょうど智恵先生の号室が見えなくなるところを曲がる前に、後ろを振り返った。
　ずっとこっちを見ていたのか、小森と目が合った。
　彼女が未だそこにいたことに驚きはなく、ただただ対応に困るだけの望を余所に、小森は小さくばいばいと手を振り、そんな自分に恥ずかしくなったのか、ばたんとドアを閉めてしまった。
　彼女が消えたドアを暫く眺めた後、
　望は背を向ける。
　そのまま振り返らず、歩き、歩き、
　角を過ぎる。
　その数瞬後。
　ふっと、望の身体が揺らぎ、壁へと倒れる。
　倒れた身体は重力に任され、下にずれ落ちていくのを止める力はない。
　だから身体は、膝から床に落ちる。大した音も響かせず。
　もう望の心は限界だったのだ。
　身体を気遣わないそれは、痛みを望にもたらす。だが、それは所詮胸の痛みや脳の苦悩に比べ小さいものでしかなく、思考に幾ばくの影響をも与えなかった。
　望は壁に爪を立て、声を立てないまま、ああああああああと強いて叫ぶようにして、心の毒を吐こうとする。
　しかし未だ生まれ続ける毒の量は多く、果てを知らず、何より人の息はそれより続かない為、声なき叫びは掠れるようにして終わった。
　油汗を垂らし、涎を垂らして喘いだまま、俯いたままの望に、脳は振り払いたい言葉を寄こしてくる。
　それをまた振り払おうと、何度も声なき叫びを続けたが、しかし必死なそれも体力の終わりと共にあえなく終了し、そんな無駄なあがきを見届けた脳は、無情にも彼女の言葉を再び寄こしてきた。
　
「愛されたいと、心が嘆いても――待つしか私には能がないし」

　望はそう言い、最後に悲しい笑みを浮かべた彼女を想った。
　そこから得た、反発するような感情が、望の思考を促し、台所で望自身の名を呼んでいた彼女のことを思い出させた。
そう、今思えば、あの練習は、その言葉を、私に伝える為にしていたのではないだろうか。
　そうだ。きっと、彼女はいつか、その言葉を言うつもりだったのだ。
　自分の恋心に気づいた時から、それを私に伝えようと考え、何度も何度も一人の時に練習してきたのだ。
　その、あまりに寂しい決意を私に伝えたかったのだ。
　私に叶えて欲しい願いがあるからではなく、ただ拒絶を伝えようとしたのだ。　
そうでなければ、普段はうまくしゃべれていない彼女が、その言葉を話す時に限って、あんなに迷うことなく、ドモることなく、朗々と言えるはずがない。
　朗々と、何の気負いもなく――いや、違う。
彼女は何の気負いもなかったから朗々と言えたのではなく、朗々と言う必要があったから、朗々と話したんだ。
なぜならば彼女は、朗々と話すことに注意を払い続けなければ、内側にある怪物に心を食われてしまうと思っていた。
恋という怪物に。恋によって幸せになりたいという怪物に、
「違う。愛して下さい」と叫ばされることを恐れていたのだ。
　縋って縋って崩れてしまう想いに、身も心も意志も理性も奪われてしまうことに怯えていたのだ。
だから、その最悪に決定的な瞬間を避ける為に、前以て否定の論理を紡ぎ、相手に宣言したのだ。
　自分自身に言い聞かせる為に、
　恋に臨まない魔法の、呪文を唱えきったのだ。
　――しかし、それでも、彼女は期待していたのだろう。
　私が、彼女の言葉を否定してくれることに。
　そんなわけはない。あなたは他人に恋をしてもいいのだ。
　どんな恋であろうとも、その恋は大切で、その為に頑張るべきだ。
　家で待っているなんてことはせず、愛に向かえばいい。
　私にそう言ってもらえることを、彼女は望んでいたのだ。
　その一縷の願いを私に――自分が恋する相手に懸けていたのだ。
　たとえ恋人関係にはなれなくても、恋だけは。
　私に、自分の想いは一生気づかれなくても、
　自分が誰かに恋をしていることだけは、
　好きな先生だけには、許して欲しかったのだ。
私の許しを得て、その許しだけを大切にくるみ、心の奥底に沈め、あとは彼女が語った寂しい論理で、想いに蓋をするつもりだったのだ。
そうやって彼女は、自分の恋心がこれ以上、大きくならないようにしたかったのではないのか。

――こんな私が、誰かに好かれるわけなどないのだから。

「――っ」望は唇を噛んだ。
それは、あえなく表面の皮を切り、その中の血を口の中へと流す。
その苦さを自分への罰へのつもりか貯め込み、だが、すぐに気持ち悪くなり地面へと吐き捨てた。
血混じりの唾液が、コンクリートの床を濡らした。
それを望は眺めていた。
おそらく幾許かの、自分か彼女への嫌悪を込めて。
その汚いものがコンクリートに馴染んでいき、色が黒へと近づいていくのを眺めながら、望は、血の滲む唇をふっと、歪ませる。
――所詮、何も変わらない。
私がどう思おうとも、何を伝え損なおうとも、何も変わらない。
私が彼女が望む言葉を伝え、彼女に恋を許したところで、
彼女は別に、私とのことを本気でどうにかするつもりはないのだから。
なぜなら恋人を持つには、あまりに自分に絶望しすぎていて、
　自分が信用できなくて、傷つけることしかできないと思って怖いからだ。
　私達のような惨めな人間は、嫌いな自分を忘れることはできない。どんなに忘れようとしても、どんなに相手を愛し、そこにのめり込もうとしても、私達の底にある醜い自己はそれを許さず、ふとした隙を付いて現れ、好きなはずの相手に牙を剥く。そういうふうにしかなれないと、私達はわかっているのだ。この手は誰かを優しく包みこもうとしても、いつか気づかないうちに握り潰してしまうと、そう信じているのだ。
　だから、私達は恋をしない。
例え恋をしてしまったとしても、まともではない私達は、恋人を持つ資格すらないと思い込み、全ての恋を諦める他にない。
　そう。だから、この関係は変わらない。
　私と彼女の関係は一生、先生と生徒だ。
　だから、私が彼女の恋心を許そうとも、無言で去った今のような場合でも、何も変わらないじゃないか。
　だったらいいじゃないか、これで。
　私が何も気に病む必要なんてないじゃないか。
　そうだ。少なくとも私のしたことは無意味じゃなかった。
　私が彼女を救ったことは、私があの時投げかけた言葉は、確かに彼女の心に届いていたのだ。
　そのことがわかっただけでも、十分じゃないか。
　彼女は少なくとも、生きようとはしている。
　私のしたことで、生きようとはしてくれている。
　少なくとも生きたいとは思っていてくれている。
　自分の家族や私への愛を、生きるよすがとしてくれている。
　そうだ、それでいいじゃないか。
それ以上を望めない人は、そこまででいいじゃないか。
　誰もが恋人同士までたどりつかなければいけないなんて、
　そんなのは傲慢だ。
　或いは、勝利者が決めた約束事だ。
　社会がそれを基準に動いていることは認めざるを得なくても、
　敗者である私達が、守る必要はない。
　そうだ。
　だから、私のしたことは無意味じゃない。
　私達の存在は無意味じゃない。
　無意味じゃないのだ――だが、それならなぜ、

　この身は崩れてしまうのだろう。
　
　壁に縋るように掛けられた手は崩れ、床に落ち、望はうずくまった。
　それは彼女への祈りか、謝罪かわからぬままに、心は運命と自分への呪詛の言葉を吐き捨てるのを止められない。

「あぁ、何で聞こえてしまったのでしょう。何で知ってしまったのでしょう。彼女が、小森さんが――私のことを好きだと言う事に」

　そして、何で語らせてしまったのだろう。
　あんな寂しい話を。
　望は、あの話を語った彼女の、瞳の色を思い出す。
　その奥にある空しさを、
　ただただ空虚な、器を思い出す。
　それは自分と同じ、なにものにも満たされていない器だ。
　そうだ。
　私達は似ていたのだ。
　私達は確かに似た者同士だったのだ。
　私達の心の器には、何も満ちていない。
　なにものもそこにはなく、
　だから私達は何かに頼ることもできない。
　しかしそれでも世界は、生きていくことを私達に強いる。
　私達に皆と同じように、理想を目指し行動することで、幾つかの望ましいものを手に入れることで、自分がまともな人間であることを証明しろと圧迫を加えてくる。
　私達はその中で途方にくれる他にない。
　他の人の器が満たされていることに気づいて、
　その圧倒的な差に気づいて、
　そこまで器を満たす必要性を、義務を感じてしまうから。
　そこまで器を満たさなければ、生きていけないと感じてしまうから。
　そこまで器を満たさなければ、何も手に入らないと理解しているから。
どれほど時が経てば、そこにたどり着けるかを知らず、
　どれほど心を捧げれば、それらを手に入れるかもわからないままに、
　ひたすらに生きていかなければならないと教えられるから。
　あぁなぜだろうか。
　なぜ、彼らは『生きろ』ということしか教えてくれないのだ。
　なぜ、生きていかなければならないのかを教えてくれないのだ。
私に生きる術がないならせめて、
　生きる理由くらい授けてくれてもいいじゃないか。
　理想になれない人間ならば、血みどろのものでもいいから、卑しい希望くらい与えてくれてもいいじゃないかよ。
　深い悲しみと圧倒的な空虚の感覚の中、望が浮かべた心象は、一つの感覚を思い起こさせた。
それは自分を苦しめる彼女が、先ほど倒れた時の、
身体を抱えた時の、感覚で。
　その感覚に引きずられるように、望は自分の両手を見つめ、
　そこに抱いた彼女の存在――その名残に手を震わせた。

「――なんて人は、……重いのでしょうか」

　一度強く目を閉じ、それを振り払うように強く目を開いた望は、必死に掻き集めた力で立ち上がり、おぼつかない足取りでマンションを去った。
　そして望は夜の街を歩く。
　
わかりあえないことを知る為に、
　自分は彼らとは違うことを知る為に、
　夜の街を歩く。

　それはきっと、
　自分と人との違いを知って、
　絶望でもするつもりなのだろう。
　生きるのを諦める術を、
　探してでもいるのだろう。
　
　人は誰もが孤独だと知る為に、
　誰も相手のことなど見ていないと知る為に、
　夜の街に消える。

　それはきっと、
　酒の酩酊の中で、
　何もかも忘れてしまいたいからだろう。
　そんな時こそ酒は酔わせてくれないと知りながらも、
　呑まずにはいられないからだろう。

　その彷徨の中で、
　望は呟く。
　自分に言い聞かせるように、
他人に気づいて欲しくないが、聞いてほしくもある言葉を吐く。
小さく、静かに、
　世界の片隅にいる人間にふさわしい擦れた声で、毒づく。

「…………全てが、……疎ましい」
　
· 　　　　　●

私はその時代、よく落ち込んでいました。
私は中学を卒業した後、学区ぎりぎりの遠くの高校へと進学していました。
その理由は、同じ中学の人が少ない場所を受ければ、何もなかった中学の要素を少しでも排除することができ、何かが起きる確率を少しでも上げることができるのではないかと考えたからです。
しかし、何も変わりませんでした。
高校も中学と同じように他人に無関心な人が多く、そう時を置かずして、私はいつも通り無視されるようになりました。
嫌でした。
それはとても嫌でした。
中学と同じなんて、私はとても嫌でした。
それは、その高校での今の状況は、私に、どんなに時が経とうとも、自分の中の疎ましさを変えるような出来事は起こらない、そう考えさせるには十分だったからです。
そこで私は思いました。
こんな疎ましいだけの日々が死ぬまで続くのではないか、私は善にも悪にもなれずずっと無意味なままではないのか、希望も絶望もないままに、全ては流れていくのではないか、もしそうならば、そんな日々に意味などあるのだろうか、死んだ方がましなのではないかと、そんなどうしようもない考えがぐるぐると頭の中を回っていたのです。
今までそんな考えを抱かなかったわけではなく、こんなふうに頭を悩ませたことも何度もあったのですが、しかしそれは２、３日すればどうでもよくなっていたもので、今回のものみたいに何日も、頭を悩ませたことはありませんでした。
その時の思考の迷宮は――明確な出口がない最悪なタイプの――私の気分をどんどん下げていき、底なし沼のようですらありました。
なぜ、自分は他人から必要とされないのでしょうか、
どんな形であれ、他人と関わることができないのでしょうか、
こんなに世の中に人がいるのならば、一人くらい私を必要としてくれる人間がいてもいいじゃないかと、怒りを抱いて、
そして暫く怒りを溜めた後、ふと我に返り、
今まで何もしてこなかった癖に、そんな自分を棚に上げて、誰かに必要とされたいなどと思うなど、随分私は愚かだと思い、また落ち込んでいきました。
世の中に八つ当たりしては、落ち込む。
そんなことを、何度も何十度も日に日に繰り返していた私は、すっかり疲れ果ててしまっていました。
　
そんな日が続いた、ある日のことです。

私は、ホームルームが終わるとすぐに学校を飛び出し、街の中をひたすら歩いていました。
それは私の日課でした。
別に、街をさまよい歩くことに意味があるわけではありません。
ただ、街を歩くか、家でじっとしているかに比べると、
風景に気が散り、歩き疲れる分だけ、余計な事を考えずに済む放浪の方がましだと考えただけのことです。
そんな理由ですから、この放浪には当然、行くあてなどあるわけがありません。
何事にも興味を持てない人間が入れる店など、せいぜいファーストフードの店くらいですが、しかしそれすらも、あまりお腹が減らない体質で、お小遣いも限られている身では、入る理由がありませんでした。
だから私は本当に、ただひたすら街を歩き、疲れたら座り、疲れがとれたらまた歩き出すということを、毎日毎日飽きもせず、晩御飯が始まる少し前の時間になるまで繰り返していました。
その日もそのつもりでした。
いつも通り歩きまわり、疲れることで、余計な事を考えずに済まそうとしていました。
しかし、その日はあまり上手くいきませんでした。
その日の自分への疎ましさは、多少生理の影響もあってか強く、
歩けば歩くほどに、周りの風景や歩いている人間が全て、幸せそうに見えて、そんな中へ入っていけない自分がすごく惨めに思えて、孤独に思えて、嫌な気持ちばかりが心の奥底に溜まっていきました。
私は、こちらへと歩いてくるカップルを見ていました。
それは、茶髪で多少清楚な印象を受ける美人だけど背が小さい女性と、がたいが良くて気の強そうな、黒髪の短髪を立てた男性のカップルでした。
そう、例えばと、私は彼らを眺めながら思いました。
彼等が通り過ぎると同時に、振り返りざまに、茶髪の彼女の頭を殴ったらどうなるだろうかと、考えていました。
恋人と一緒で、とても楽しそうで、他人が聞けば心の底からどうでもよいと思える会話に心から幸福になれる彼ら。そんな二人の邪魔をすれば、きっと彼らは一瞬呆気に取られ、そしてすぐに自分達の幸せな時間を邪魔した私に対して、「なんだよ、いきなり何すんだよ」とかいう言葉で私に掴みかかってくるだろう。だけど私はそんな彼らに対して、特に何を言うでもなく、じっと彼らのことを無感動な瞳で見つめているだけで、謝る気の欠片すら見せないだろう。そんな私の態度に彼らはますます怒りを募らせて、特に彼氏は彼女へのアピールの為に、より高圧的になってくるだろう。下手すれば殴られるかも知れません。
その二人が、私の傍にやってきました。
私は変わらず、その二人の様子を見つめていました。
その気配に気づいたか、彼氏が私の方をちらりと見、目があいました。
私は、視線の交わりに、特に気にした様子も浮かべないままに、目を逸らしました。
軌跡はそのまま、自分の拳へと向かいました。
私は自分の拳を握りました。
そして視線を前に、彼女の少し寝癖の残っている茶髪へと戻しました。
それを見て、殴るよりは髪を思いきり引っ張る方がいいかなと、私は思いました。
カップルは私の方にどんどん近付きます。
私も、彼らとの距離を縮めていきます。
カップルはまだ呑気にしています。
私はそれを見て、心臓は高鳴らず、喉も鳴らず、手も震えないままに、私はカップル達に暴力を振るうことは可能だなと、冷静に思いました。
そして、カップルが私の横を通り過ぎようとして――
そして――何事もなく、私の横を通り過ぎてゆきました。
・・・・・・。
私は顔だけで軽く後ろを見遣った後、再び歩き出しました。
……で？
　それで、どうなるのでしょうか？
彼らを殴ったことで、私は何かになれるのでしょうか？
　殴った程度で起こる波乱で、何かが変われるのでしょうか？
　すがすがしい気持ちにでもなって、生きていると実感することにでもなるのでしょうか？
　私の疎ましさがなくなり、全ては良い方向へ向かうのでしょうか？
　断言しましょう。
　そんなことしたところで、何も変わりません。
　私の心に、何の変化も起こりません。
　なぜならば、殴るなど所詮、関節の可動範囲内でできる動作をするだけのことであり、そんなことが確認できたところで、何かの意味が生まれるはずがありません。
　くだらない。あまりにくだらない。くだらなすぎる。
　そう、私の思考は告げました。
　それはあまりに愚かしいという判断を下しました。
　それはいつも通りでした。
　そこはいつも通りでした。
　いつも通り、それはくだらないと思えました。
　しかし、今日は違いました。
　いつもと違って調子が悪かったせいなのか、その次の思考へと進んでしまったのです。
　そう。人を殴ることはくだらない。
　仕返しに殴られてもおかしくないし、警察を呼ばれて学校や家に連絡が行くかもしれないなど、多くの面倒を抱え込む事になるし、自分の手も痛くなる。
　そう、人を殴ることはくだらないのだ。
　しかしそんな結論になるなら、何故いつも――

　私は人を殴りたいと思ってしまうのだろう。

　私は首を横に振り、顔を俯けて、しばらく何も考えずに歩くことに徹しました。

　しばらくして。　
　雲がたちこめ、少し風も出てきました。
　もしかしたら、雨でも降るかも知れません。
　そんなことに、私が気づく頃は、
　何も考えないことに徹する気持ちが薄れ、いつの間にか顔を上げてしまい、辺りを見回してしまっていた頃でした。
　その姿はきっと、とてももの欲しそうに見えていたと思います。
　心を開けないくせに、人一倍幸福が欲しいと願う、そんな殴りたくなるような顔をしていたと思います。
　その時はそんな自分に気づかないまま――後で気づいてうんざりさせられるのです――ごく単純に、今自分はどこにいるのかを確認する為に、私は立ち止まり、辺りを意識して見回しました。
　どうやら今いる道は、駅の近くのシャッター通りで、会社帰りのサラリーマンがたまに通り掛かる、人通りの少ない――かといって、犯罪に遭うには、道幅が広くて明るすぎる――道でした。
　私はその道を歩きながら、雨が降りそうだから、そろそろ帰ろうかと思いました。
　晩御飯が始まるちょうどよい時間までは一時間ほど早く、また鞄に折り畳み傘は入っているから、降ったところで濡れる心配はないけれど、雨が持つ憂鬱な雰囲気は、少し当てられるので、今日はもう引き上げた方がいいかも知れないと考えていました。
　そんな逡巡の最中、前からやってきた中年男性が、私の視界から自分は消えただろうと考える瞬間――真横を通り過ぎる時に、ほんの一瞬、自分の高校の制服の、スカートとソックスの間の肌の部分に、性的な視線を鋭く向けたと感じました。
　私はそれに対し、何も思いませんでした。
　振り向かず、その男性が去っていく気配にすら関心を払いませんでした。
　なぜなら私は、彼のその行為で嫌悪を抱かず、ただ自分の、性的な部分に想いを馳せ始めていたからです。
　私は、制服を着た女子高校生という記号について考えました。
　そう。例えば。
私が今、全裸になってわめきだしたら、どうなるのでしょうか。
　今着ている制服を一枚一枚脱ぎ出し、下着姿のまま、この道の先にある駅前通りに出れば、そこを歩く男の人は、私を見て驚くでしょう。性の本能から私の身体を凝視でも始めて、しばらくして思考も働きはじめ、良識や倫理を感じ、私から目を逸らし、しかしそのまま誰も止めるまでには至らず、私が下着に手を掛け、全裸になった頃に、ふと我に返り、あぁまた誰か現実にヤラれて頭がおかしくなったとでも噂しながら、経験のない若い人々や、風俗通いのおじさんだかが、見てはいけないと思いながらも、横目でちらちらと私を見ながら、気持ち足早に去るのでしょう。そしてそのうち、誰かが通報したか、たまたま通り掛かった警察官の手で私の身体が毛布で覆われ、連れていかれて、最後には精神病院にでも行くのでしょう。そうしたら、学校では……別に何も起こりませんね。元々私は友達もいない、いてもいなくても問題のない人間ですから。せいぜいその場面を見たかったなとか、男子が半ば本気以上の冗談を言うくらいでしょう。家族は、私がおかしくなることについては別に不思議に思わないけど、ただ自分達に迷惑のかからないようなやり方を選んで欲しかったと、文句を言うのでしょうね……。
　――あぁ私なんて人間は真実、
　最後には人を殴るか、全裸になるくらいしかないんですね。
　何の価値もない十五の少女など、それくらいのことをしなければ、誰にも見てもらえないのですね。
　・・・・・・・・。
　何でしょうか。
　何か胸の辺りが痛みます。
　何だか息をするのも、苦しくなってきました。
　どこか、どこかに座らないと。
　私は辺りを見回す。
　すると、ちょうど良い所に、庇の付いたバス停用のベンチがありました。
　私は胸を抑えつけながら、そこまで急ぎ足で歩き、座りました。
　座ると同時に、少し気でも緩んだのか、抑えつけていた胸の痛みが強くなっていきました。
　まるで、胸の痛みそのものでもなったかのように、身体の感覚がそこ意外感じられなくなりました。
　これは病気でしょうか？　私は死ぬのでしょうか？
　死ぬ。私が死ぬ――まぁ、だから何だって話ですけどね。
　疎ましい気持ちを抱えて生きるよりは、ずっとそちらの方がいいような気がしますけど。
　自殺は面倒だし痛そうなので嫌ですが、死が向こうからやってくるというのなら否定する理由は私にはないです。
　来るものは拒まず、去るものは追わず。
　流れるように、流されるように無意味なのが、私なのですから。
　・・・・・・。
　本当に、
　本当に、何を考えているんでしょうね、私は。こんな時に。
　こんなに胸が痛む時に、何だかつられて子宮の辺りも痛くなってきたこの時に、脳だけはこんなことを冷静に考えているなど、本当に頭がおかしくなったと言われても、仕方がありません。むしろ言われた方がすっきりするかも知れません。狂人だとラベリングされた方が、いろいろ愉快かも知れません。ならいっそ壊れてしまえばいいのに。いっそ壊れてしまえばいいのに。いっそ壊れてしまえばいいのに。本当に何で壊れないんでしょうね。何の役にも立たないのに何で壊れていないんでしょうね。何で誰も私のような屑を屑だと指摘して、ゴミ箱に放ろうとしないんでしょうね。私よりずっとまともで役に立ちそうな人間を罵倒している暇があるならそうしてほしいものですが。その手間すらも面倒なんでしょうか。なら理解できますね。誰だって汚いゴミに触れたくありませんもの。汚物は勝手に誰かが処理してくれるのを期待して、とっとと足早にその場を去るに限ります。こんな時こそ行政がしっかりしないとダメですね。山田悠介の小説でしたっけ、確か。ニートを国がうば捨て山みたいに無人島に捨てるって話。あれはすごく画期的だと思います。早く実現してほしいですね。もしそれが法案で通る日が来たら、自ら島流しに立候補してもいいくらいに素晴らしいものだと思います。だってそうでしょ？地球の限られた資源や、苦労して払った税金を、私みたいなどぶに捨てるよりは、他の人の為に使った方がずっと有意義ですよね。こんな私にだって無意味なことと有意義なことくらいはわかるんですよ。だからダメなのでしょうか。もっと無神経に相手の感情を逆なでるように、自分は世界一役に立つ人間だと公言して、余計なことをたくさんして、周りの日常をこれでもかというくらい壊さなければ、人は悪意を私に寄こしてはくれないのでしょうか。なんてケチなのでしょうか。募金する善意があるならば、悪意を恵んでくれる募金もあっていいでしょう。あぁさっきから益体もないことばかり、どうてもいいことばかり考えていますね。どうにもならないことばかり考えていますね。空想に委ねるなんて、真実私はお終いですね。まだ私は望んでいるということがわかるから。未だ、人間関係というものを捨てられないということがわかるから。ことここに至れば、私は誰からも相手にされない人間だと認めざるを得ないというのに。疎ましさは永遠に、私が死ぬまで放れないということを悟っていいというのに。私はまだ誰かを望んでいる。空想の中で誰かに、友情だとかそんなものはもらえないのはわかっているから、せめて冒涜や暴力や罵倒くらいは分けてくれないかなと、そんなことを願っている。もう諦めろと思うのに。私は私を諦めきれない。最高か最低の人間関係を望む事をやめられない。何の価値もないのに。何の価値もないのに。何の価値もないのに。何も渡せるものがないというのに。何も渡せるものがないというのに。何も渡せるものがないというのに。そんなふうに自分の存在を弁えず、自分を諦めきれない私が――
　そんな自分が――私は何より、疎ましい。

　そんな時でした。
　
「君に不思議発見！」

　そんな最悪の瞬間が、彼が。そう彼が――後に私の初めての彼氏となる人間が――話しかけてくれた運命の瞬間でした。
　私は俯けていた顔を、声のする方に向けました。
　すると、そこには私を指さしてくる、一人の青年がいました。
　茶髪でピアスをした、ちゃらちゃらした感じと表現するのが、いかにもぴったりの青年でした。
　私は彼を見て、そんな今時の若者がこんなところで何をしているのだろうか、と疑問に思いました。
　後で思えば、私以外話しかける相手など辺りにいないというのに、その時の私は、この人は誰と話しているのだろうと、内心本気で首を傾げていました。
普段から誰にも話しかけられない私は、誰かから話しかけられるということを想定していなかったのです。
そんな理由で私はフリーズしていたのですが、しかし茶髪の彼は、単に自分のギャグのせいだと思ったのか、
「いやー滑った滑った。ますだおかだの岡田くらい滑ったなぁ。こうなりゃ滑り芸でも極めようかなぁ」
　そう言い、その青年はベンチの――私の隣に座った。
「いやぁまったく、不思議ったら不思議だよな、これは。どれくらいの不思議かっつうと、俺の人生で見た七不思議に入るってくらいだな。あっ、でも他の六つは何かって訊かないでくれよ。今思いついたやつだからな」
　私は彼の話よりも、なぜ彼が私の隣に座るかの方が、不思議に思って、彼を見つめていた。
　すると、それをまた、別の意味で彼は受け取ったらしく
「そう見つめないでくれよ、照れるね――って冗談だよ。そんな怒んないでくれよ。別にバカにするつもりはねぇんだからさ。どうも俺話していると、いっつも話がそれてさ。それでいつも友人に――って言ってるそばから、またそれてるし。あぁじゃあもういいや。話しちゃおう。このバス亭に座っていることが不思議って俺が言った理由を聞きたいんだろ。じゃあそっちを見てみな」
　私は別にそんなことを少しも不思議に思ってはいなかったのですが、彼が言うままに、彼が指を差した方――バス亭の時刻表がある方を見た。
　そこには確かにでっかく、『このバス亭は現在使われていません。お手数ですがご利用の方は、こちらの方までお越し下さい』という張り紙と、近くのバス停への地図が張ってあった。
「まさか、このバス亭で人を待っているなんてね。こんなとっくの昔に廃線になったバスに。……あれっ。路線が代わっただけだっけ？　まぁいいかどっちでもそんなの」
　確かに、そんなことはどうでもよかった。
　私はバスになど乗る気は全くなく、ただ座る場所を探していただけなんだから。
　それより私には、他に気になることがあった。
　それは、なぜこの青年は私に話しかけてきたのかということだ。
「いやー、今日友達みんなさー。バイトとかまじめに授業だとか、ふざけたことにデートとかでさー。全然遊んでくれなくて、俺暇で暇でしょうがなくて、仕方ねぇから一人寂しく街をぶらぶらするかーって感じになって、この辺りをうろうろしていたらね。ちょうど、そこの服屋を出たところで、君みたいなかわいい子が、こんな使わなくなったバス亭に座っているんだもん。これは話しかけないとってね」
　うん？　かわいい？
　いったい、何の冗談なんだろうか、私がかわいいなんて。
　私がかわいいなんてあるわけないのに。
　私にそんな価値があるはずないのに。
　それは間違いなく、私へのお世辞だ。
もしくは彼は、出会う女の子皆に、かわいいと言っているに違いない。
そうでなければ、おかしい。理解できない。
そんな内心の、揺るぎなき動揺とでも表現する他にない心の動き、と関係なく彼は話を続けた。
「実はこのバス亭は、なんと普通のバス停じゃなくて、猫バスが来るバス停じゃないかと、俺は前々から睨んでいてねー。これはとうとうそれを知る乗客が現れたかーと、歓び勇んで話し掛けたわけですよ、これは。いやーあれさ、前から乗りたかったんだよねー。何かふわふわして気持ちよさそうじゃん、あれ」
　なるほど、私に話し掛けたのは、そういう理由が――って、さすがの私もそれが冗談であることくらいわかっている。
　かわいいも含めて、彼が話すことが全部冗談であることはわかっている。
　しかしだったら、本当にいったい、彼はなんなのだろうか。
　彼はなんで、私に話し掛けたのだろうか。
　見知らぬ他人に、わけのわからぬ冗談を聞いてもらう趣味でもあるのだろうか。
　さっきから話が、冗談か雑談の無駄話ばかりで、全く話が見えない。
　いったい、この人は私に何の用があるのだろう？
　何の目的で話しかけているのだろう。
　何が嬉しくて、そんなに笑っているのだろう？
　そんなことを考えていると、
いつの間にか、彼の話は止まっていた。
どういうことかと気になって、私は知らず下の方に俯けていた視線を、彼がいる方に向けた。
彼はぽりぽりと頭を掻いて、困ったような顔をしていた。
それに私は、彼があまりに反応がない私に呆れて、どうやって去ろうか考えてでもいるのだろうと、思った。
それはいつも通りのことだった。
私に話しかけた人間は、私の反応のまずさに、すぐに私と話したことを後悔して、いつさよならの言葉を言って逃げようか、そのタイミングを計ることだけに気を張る。
結局、彼らは気まずい時間に耐えられなくなって、タイミングを考える何もかもを無視して、素早くさよならと、愛想笑いを浮かべながら去るのだった。
そして後で、私に話し掛けたこと自体を後悔して、その後悔を二度としないように、私によっぽどの用がない限り、話しかけなくなるのだ。
彼が話し掛けた理由はわからなかったが、結局いつも通りの結末になる流れが見えて、
だからむしろ安心して、私はその瞬間が来るのを待っていた。
しかし、
「うわぁああぁぁぁあああああ」
　と、急に彼は大声を出した。
　私が、突然なことに驚いていると、
「うわーーーどうしようどうしようどうしよう」と言って、彼は頭を抱えて、慌て出した。
　急な事態に私もつられ、本当にどうしたのかわからず、どう答えていいかもわからず、彼になんて話しかけようかとして、しかし他人に話し掛ける術を知らない私は、手を差し出そうとしたり、ひっこめたり、辺りを困ったように見渡したりと、馬鹿なことを繰り返していた。
　すると彼は急に叫ぶのをやめ、こちらに顔を向け、ニヤリと笑って、
「――俺、お腹すいた」と言った。
「…………」私はこの時、ぽかんとするというのは、こういう時に使うものだと理解しました。
「うわっ。そこまでびっくりしてくれると、こっちも冗談の言いがいがあるよ。嬉しいなぁー。だいたいこういうこと言うとさ。いつも「はぁ？」って言われて終わりだからさぁ。「はぁ？」はないよね、「はぁ？」は。「はぁ？」っていうのは、人類が発する言葉で一番最悪の言葉だよなぁ。あれ言われると、むっちゃ傷つくんだよね。俺ナイーブハートだし」
「…………」何が起きたかわからず、何を言っているのかわからず、私はまだフリーズしていました。
　そんな私を見て、彼は困ったように――でもどこかやさしそうに笑った。
「でも、ごめんね。驚かせちゃったみたいだからさ。おわびに何か奢るよ。ちょっと臨時収入が入って、今財布の中たんまりあるからさ。あぁでも、いきなり「じゃあプラダのバック買ってー」とかってのは勘弁ね。俺大富豪じゃねぇし、ただの学生だし。普通に貧乏だし。ねぇどうよ？」
　私の驚きも、彼の冗談を聞いているうちに、落ち着いてきていたので、――しかし、後で思うにこの時の私は冷静だったとは思えない。なぜなら普段なら絶対に断っているからだ――相手の言葉を受け止め、縦に頷いていた。
　だけど彼は、そんな私の、精神の一種の気まぐれみたいなものを、素直に喜んでくれていた。
「えっいいの？　まじで！　じゃあ、どこにしようかなぁ。ぶっちゃけ、了解してくれるなんて思ってないから、全然考えてなかったわ」
　そんなふうに邪気なく喜んでくれている彼を、私は不思議な心持ちで眺めていたが、彼はそんな私を気にすることなく、
「うーんじゃあ、パフェにしよう。駅前からちょっと歩いた所にある、あの人気の店。君女子高生だから、友達から聞いたことあるでしょ、あのおいしいパフェの店」と言った。
　私は首を横に振った。
「知らない！　なるほど！　じゃあちょうど良い機会だからさ、一緒に食いに行こうぜ、パフェ。俺甘いもの結構好きめだからさ。一回行きたかったんだけど、でもどうも男一人で入るのは厳しくてねー。だって中入ると、カップルとかばっかだからさ。もう何か外から見るだけで、劣等感ばりばり、みたいな感じでさ」

「――で、どう？」

　そこで私は逃げました。
　一度、了承したくせに、急に何だか怖くなって、相手に何も言わずに走りだしてしまいました。
　ひさしを出ると、雨がぽつぽつと肌に落ちていることが、すぐわかりましたが、しかしそれを気にも留めず、私は駆けました。
　彼はきっと、後ろでポカンと驚いた顔をして驚いていることだろう。
　だけどそのうち、そんな間抜けな状態にある自分に気づいて、そんなふうにさせた私のことを憎むだろう。
　そんな想像が私の足をさらに早めさせて、一刻も早くここから逃げないと、という気持ちにさせました。
　私はすぐに角を曲がりました。
　細い道、両端に店があって人が意外と通る道に入りました。
　普段なら、その道を長く感じることはなかったのですが、私はその時今ならまだ彼が追いかけてこれるかも知れないと思っていたので、いつもより長く感じていました。
　そうして、少し大きな道に出ると、すぐにまた路地に入ってという、滅茶苦茶な進路を私は駆け抜けました。
　走り、駆けながら、俯いて、空を見上げて、ここから、ここではないどこかへと私は去っていく。
手を繋ぐカップル、有名塾の鞄を背負い歩きながらゲームをしている子供、好色そうなサラリーマンの二人連れ、ゴシックロリータの格好の太った女性とやせた女性の二人組、化粧の崩れたＯＬ、杖をついてどなりちらす老人とそれに寄り添う老婆、一見して高級とわかるスーツを着た柄の悪そうな中年が、走る私に目を向けたり、気づかずに通り過ぎていきました。
男に女。子供に大人。一人に二人。
　いろんな人間、いろんな人生を送っている人間が、私が駆ける一瞬を、一瞬だけ注目して、すぐに忘れ去っていきました。
　居酒屋への呼び込みを始めようと、パネルを持ち出した男性も、私のことを見てきます。
　それでも、私は止まりません。
　一心不乱と、どこかへと駆けていきます。
　この道は、自分の家へと向かう道からずれていると心の片隅で意識しながらも、私は目に入った道へと飛び込んでいきました。
　飛び込んでいくことを、やめられませんでした。
　走る、走る。
　息がはずんでいる。
　鼓動も止まらない。
　雨も少し強くなってきた。
　横道から自転車の急ブレーキの音がしたけど、私はそれより早く、その道を駆け抜けて。
　止まりたくなくて、息が少しでも続く限り、走ろうと決めていて。
　どこかへ、どこかへと。
　駆け抜けて。
　そして彼のことを考えて。
　さっきのやりとりを思い出して。
　するといつの間にか消えていた胸の痛みが、
　それが今また復活していて、私を苦しめたことに気づいて。
　でもその痛みは、私をベンチに座らせたそれとは違い、
　これは嫌じゃないと、そう私に伝えてきていて。
　また不思議な事に。
　今の私は。
　疾走する私に無邪気に驚く人々を。
　疾走する私に無関係で生きていく人々を。
　目まぐるしく見てきた私は。
　いつもと違う感情に、心を委ねていて私にとっては。
　あんなに憂鬱な気持ちにさせた街は今、
　あんなに孤独な気持ちに落とした街は今、

　少し、優しく見えていたのだった。

· 　　　　　●

「……うぅ」

　望の閉じた瞼に陽光が掛かった。
　その強烈な光は、目の感覚器官を刺激し、望を覚醒へと促す。
　しかし、眠気とアルコールにやられた脳はそう上手く機能せず、ぼんやりとした意識を持たせるだけだ。
　その程度では、人の覚醒の意思を集めきれるわけがなく、ただ身体を陽光から逃がすことにしか使われない。
　望は、あお向けていた身体を、光とは反対方向へと動かそうとした。
「――くっ」
　しかし、その試みは足からの痛みによって断念となり、そしてそれは眠気覚ましの一役を担うこととなった。
　そうして無理やり覚醒させられた脳は、再び眠りへと落ちるには不十分であり、望は嫌々ながら目を開けるしかなかった。
　視界はぼんやりしていた。
　いつも通りの、たいして役に立たない目だった。
　つまり、昨日から続いている今日だ。
　最悪の日から続いている今日だった。
　こんな気分の悪い朝は、起床とそう時間を置かず、昨日のことを思い出せと嫌な気分をとにかく送って来る。
　望は実際、瞬き二回ほどの時間で、小森とのことを思い出した。
　するとたちまち、嫌な気分が襲ってきたので、それより幾らかましだと思える、マンションから逃げた後の事を強いて思い出そうとした。
　まず目に入った、早い時間からやっている安い居酒屋へと入ったことを思い出した。
　お通し程度で、焼酎やウイスキーなどをどんどん頼んだ自分を思い出した。
　店員や客に絡んだり、トイレで吐いている自分を思い出した。
　それでも嫌に頭は一点だけ冷めていて、酒はきっちり一番安いのしか頼まなかった自分を思い出した。
　店を出た後の記憶は、よくわからなかった。
　望はうんざりした。
　昨日の小森さんとの自分や、飲みまくって失態を犯した自分は勿論のことだが、今自分が家で普通に寝ていたことにもうんざりしていた。
　それは何か予定調和な気がして。
　どんなに絶望しても、それは偽物だと言われているようで。
　所詮、お前の絶望は、次の日には無事家に帰れている程度だと誰かに言われているようで。
「ううう」
　頭がいたい。喉が乾いた。
　あと、なぜか足が痛む。昨日どっかでぶつけたようだ。
「あああ」
　動きたくない。学校なんて行きたくない。休みたい。
　身体の調子が悪いということで、今日はお休みしたい。
　実際、気分が悪くて足が痛いのだから、休んでいい理由になるんじゃないだろうか。
　それを半ば本気で考えながら、しばらくの間、頭痛と喉の渇きと足の痛みに耐えて、望はうだうだやっていた。
　すると今度は何だかトイレにも行きたくなってきて、もう起きざるを得なくなってくる。
　だけど、それでも目をつぶってみて、このままもう一度寝てしまわないかなと無駄なあがきをしてみる。
　そんなことを何度も繰り返してはみたが、やはり耐えきれなくなって、嫌々起きると望は決めた。
　望は枕に顔を押しつけながら、手探りで自分の眼鏡を捜した。
　それは、枕の右斜め上辺りにあるはずだった。
「ん」
　こつんと、望は手を何かにぶつけた。
　明らかに眼鏡ではない感触を感じ、それを確かめようと痛む頭を動かす。
　ぼんやりして見えない。
　んんーと、目を細めて見ようとしても、何か茶色の楕円のものと筒のようなものがあることしかわからない。
　それが何か確かめる為には、どうやらまず、眼鏡を捜さないといけないようだった。
　果たして、それは茶色のやつの隣にあった。
　望は、眼鏡を付けた。
　ぼんやりした視界が、色を持ち、像を結んだ。
「――倫」と望は思わず、呟いた。
　そこにあった茶色の楕円と筒のようなものは、お盆の上に載った一杯のコップの水で、その隣には二日酔いの薬が置いてあった。
　明らかに自分の為に、倫が用意していたものだった。
　幾秒かの無言の後、望はうつぶせの身体を持ち上げて何とか薬を飲める体勢を取り、白い錠剤を三つ口の中に入れ、水で流し込んだ。
「…………」
　心無し、楽になったような気がした。

　望は、トイレの為に、節々が痛む身体を動かし、部屋を出た。
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　望が階段を降りて行くと、ちょうど下のところを、倫が通りかかったところだった。

　薬と水の礼を言う為に、望が話しかけようとすると、それより先に倫が階上の気配に気づいて立ち止まった。
　倫は望を睨んできた。
　その剣幕に、お礼を言おうとした望の口は噤まれる。
「お兄様。昨日はどこに行っていらしたんです」
「……いや、あの、そのですね」答えづらい問いに、望は戸惑う。
　なぜなら、それに答えるには昨日の顛末の全てを――小森という生徒とのこと、そこで得た自分の絶望を――話さないといけなくなるからだ。
　だが、どう答えようかと逡巡する望に構うことなく、
「言い訳なんて聞きませんから」と倫は言った。
「……」望は黙って俯いた。
「……」倫も黙って睨んでいた。
　気まずい空気が二人の間に流れる。
　しかしそれは、自分にとって幸いだと、望は感じていた。
自分が昨日やけ酒した理由を、いくら相手が倫とはいえ、話したくはなかったからだ。
自分の絶望を誰かに知られたくない。それもある。
　倫に心配を掛けるわけにはいかない。それもある。
　しかしそれよりも今は、単純に、昨日のことを思い出したくなかったということの方が大きかった。
　誰だって普段考えるのですら嫌なことを、二日酔いの最悪な調子の時に、思い出したくはない。私もそうだ。
　倫に罪はなく、私自身に落ち度があるとわかってはいるが、それとこれとは話が別だった。
私はどんな相手であっても、昨日のことを話したくない。話したくないのだ。話せば思い出す羽目になるから話したくないのだ。
　だから今、それを私に語らせようとする倫が、心底鬱陶しい。
　倫の気遣いが、自分を心配するゆえだとわかってはいても、今は、それが何よりも鬱陶しかった。
　嫌な沈黙の中で、先に言葉を発したのは、倫だった。
「夕飯ダメになってしまったんですからね。わかっているんですか、お兄様は」
話したくない望の、あからさまな苛立ちに対して、倫側の、愛情ゆえに問い詰める正当性が自分にはあるという、その態度。
それが気に入らなくて望は、「あぁ。はい。……すみません、倫さん」と、誠意が微塵も籠っていない棒読みの謝罪を当てつけのように言い、卑屈に笑ってみせた。
　その嫌な反応にも、倫は眉一つ動かさず、反発の言葉を口の中に溜める動作すらしなかった。
　揺るがない妹に、望は嫌みの一つでも言ってやろうかと口を動かすが、急にそれは億劫になって、口を噤んで、もうどうにでもなれと時間に身を任せることに決めた。争うことは、面倒以外の何物でもないからである。
　こういう時口喧嘩をしない人間は、大切な物をいつか逃すということを、望はわかっていない。しかし、わかったところで彼は変わらないであろう。なぜならこういう時に現れる態度は、客観的には絶対になれないものであり、認識程度ではどうにもならない代物だからである。
そんな望の態度と垣間見えた末路を、見透かしているかのような厳しい目を向けながら、倫は、強い言葉で、
「お風呂」と、表情を変えずに言った。
「はい？」
　あまりに予想外の言葉に、口を噤むと決めていた望は、思わず間抜けな返事をしてしまう。
　そんな望に構わず倫は、怒りの表情を崩さないまま、
「昨日入っていないんですから、朝ご飯前にちゃんと入って下さい。わざわざ沸かしたんですからね」と言い放った。
　その倫の態度が、聞き分けのない子供に接するそれに感じ、望は不貞腐れたようになって、
「……はい。わかりました」とそっぽを向きながら、返事をした。
　そして、これで話は終わりとばかり、望はわざと大きな素振りで部屋に戻ろうとした。
　そうやって相手への反発を隠そうとしない望の背に、
「それとお兄様。もう一つ」と倫が言った。
　倫が次に何か言う前に風呂へ去ってしまおうとした望は、急に静止させられたことにも腹が立ち、殊更うるさそうに振り返った。
「……何でしょうか、倫」望は、険の顔つきで、倫を見下ろした。
「昨日遅くに帰って来た罰として、今日のお兄様の朝ご飯、倫は手抜きしましたからね」
「……あぁ、はい。わかりました。すみませんでした」
　望は適当に返事をした。
　本当は二日酔いで食べたくなかったのだが、それを言わないだけの理性は望にはあった。
　いくら苛立っているとはいえ、下手に怒らせれば、また話が昨日の事に行きかねなかったからだ。
「…………」
　倫から次ぐ言葉がなかったので、望は今度こそ自分の部屋に、
　これみよがしに足音を廊下に響かせながら戻った。
　
その後望は早足に、トイレを済ましてから風呂場へと向かった。
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　望は風呂に身体を沈めた。

　しなるように水はたわんで風呂の縁へと向かい、越え、タイルの床を薄く撫でるように湿らせる。静かに入れば、そんな現象は起こらない水量なのに、望は少し勢いを付けて入って、水が風呂の外へ出ていくのを眺めることが好きだった。そんな子供っぽさをいつもは笑う望であったが、今日は気にも留めず、掬った水で顔を濡らしてから、深く風呂の中へと身体を沈ませた。
　望は目を瞑りながら、心の毒素を全て吐き出すかのように、ゆっくり大きくと息を吸い、吐いていった。
　飲み明かした後の、べとべとする身体と脂っぽい髪には、こんな熱い風呂が気持ち良かった。
　湯に濡れた髪が、目の上に掛かった。
　それをつまみ、そろそろ切るべきでしょうかと考えてみる。
　しかしそんなどうでもよい思考はすぐに霧散し、代わりに脳はさっきの倫に対する自分の態度について考え始めていた。
　一度熱いお湯に身体を通し、脳と心を委ねたことで、さっきよりかは幾分冷静になってきていると望は自覚していた。
　倫に謝るべき――それは確かなことだろう。
　心より心配してくれる人間に対してあんな態度を取ることは、ろくでもないと、記憶喪失の自分ですらわかりきっていることだ。
　いくら話したくないことを訊かれたとは言え、そんなことは、「今はちょっと気分が悪いから、せめて今日帰って来てから」とか「ちょっと話したくないことなので、すみません」と一言断ってしまえばよかった話なのだ。あんなに感じ悪くする必要は、なかったことなのだ。
　だから、ちゃんと謝るべきだと、望は思う。
　しかし、望にとって反射のような謝罪はいくらでもできるのだが、自分が悪いと結構自覚している場合、謝ることは得意ではなかった。
　謝ることが、自分を否定するような――心を抉って、持って行かれてしまうような、そんな気にさせられるからだろう。
　いつも自分に自信なんか与えてくれないのに、こういう時ばかりの自我は八面六臂の大活躍だった。
　望は、そんなプライドを下らない、と思う。
　自分に守るべき自我なんてないというのに。倫の大切さに比べれば、そんなものは掃き溜めにでも捨ててしまうべきものだというのに。
私は一体、自分の何を守ろうとして、心中するつもりなのでしょうか。
「ふぅ」
　朝ご飯なんて食べず、先に家を出てしまおうかと望は思う。
　気分は億劫で、学校になんて行く気にもなれないが、しかし家にいるよりはましだろう。こんな気まずい空気を少しでも吸わされるくらいなら、一刻も早く出て、どこかに遊びに行ってしまった方が、ずっと気分が良くなるような気がする。
　それは逃げだと心の奥底から声が聞こえた。
だけど今はあえてその声は無視して、束の間の自由を謳歌することについて考えてみようと思った。
　まず、何も考えず、誰も気にかけず、気軽に、気の赴くままに街をぶらぶらとしましょうか。
　電車に乗って、知り合いのいない遠くの街に行って、広い公園で一日中のんびりと。
　駅の本屋で適当に買った本を読みながら、サンドイッチを食べる。読むのに疲れたら寝そべって、陽のあたる芝生の心地よさを味わいながら、遠くにある空の青さを眺め、大きく伸びをする。それは爽快で、世の中のいろんな嫌な事が、その時だけは全部冗談だったかのように思えてくるのでしょう。
　携帯なんかは、家に置いていってしまった方がいいですね。
どうせ、そんなの持っていたところで、嫌なことしか起こらないのですから。気軽に繋げる相手も、心から繋がりたい相手もいず、繋がるのが嫌な相手ばかりが登録された携帯など、持つ意味などないじゃないですか。
「…………」
　何だか、その考えがかなり魅力的に思えてきました。
いっそのこと、そのまま先生をクビになれたら楽なのにな、とすら思えてきた。
　はは。そりゃいい。
そうすれば――小森さんにも会わずにすみますしね。
　・・・・・・・。
　その想起がもたらした憂鬱が、昨日の出来事を連れてくるような、そんな感覚が喉の辺りをうろついた為、望は口を引き締め、風呂からあがる動作に徹することで、考えることの全てを追い払おうとした。

· 　　　　　　●

　乾かしきれなかった、少し濡れた髪のまま、望は廊下を歩く。

　床の木目、その茶色の濃淡を殊更重要なもののように、見詰めながら、できるだけゆっくりと歩を運ぶ。
　望は憂鬱であった。
　何を於いても、朝食の卓に付きたくはなかった。
　そもそも、望は今、朝ご飯を食べたくはない。
　薬と水を飲み、風呂に入り、大分楽になった身ではあったが、それでも昨日の酒が腹の辺りにまとわりつき、食欲が湧かない。
　とてもじゃないが、何も食べられそうにない。
　しかし、身体の調子がよかったところで、食卓に付きたくないことは変わらない。
　食卓に付けば、嫌でも倫とさっきの会話の続きをしなければならない。
　倫に昨日のことを訊かれたくない。話したくはなかった。
　倫を完全に無視することも、後で起こる罪悪感に耐えられそうにないが、かといって、尋ねてくる倫に嘘を吐きたくもない。
　単純に、倫を騙せるほどの嘘吐きの能力が自分にはないというのもあったが、記憶をなくした自分に対して誠実に接してくれる彼女に嘘を吐くことは、一番やってはいけないことのように思うからだ。
　ならば適当に誤魔化すのが一番だとは思うが、やはり嘘と同様に倫には通じず、本気で尋ねてこられたら、つっぱねることすら難しいのは間違いない。
　やはり何か訊かれる前に、今は話したくないときっぱり言ってしまえればいいのだろうが、怒った倫を前にしてしまえば、謝罪の言葉が素直に出てこないことも、十分にあり得た。
……逃げてしまおうか。
　一度中断した魅力的な考えが、再び望の頭に浮かんでくる。
　だがその考えが形を持つより早く、望は首を横に振ることで追い払った。
　やはり、私は倫から逃げることはできない。
　どんなに最悪な気分であっても、どんなに最悪な事件を抱えていようとも、それでも心配してくれる倫のことを大切に思い、失いたくなかったので、望は逃げずに、食卓に付こうと思った。
よし、食事中は黙っていよう。
何を言われても口を噤むのはかなり嫌な感じだが、せめて食事だけは例え後で吐いてでもいいから全部流し込もう。そして逃げるように食卓を去りながら、背中越しに謝罪の言葉を告げようと、そう決めた。
どう考えてもベストには思えず、後で罪悪感が襲うのは確実なプランであったが、それは実現可能なやつの中で、一番ましなやつに思えたからだ。
望は長い時間をかけて、ようやく食卓のドアの前に立った。
一つ二つ深呼吸をした後、強く息を吸いこんでから、そのまま勢いを付けて、ドアを開けた。
すると、
「――倫……」
　望はその光景を見、自分の妹の思い遣りを知った。
　食卓たるちゃぶ台の上には、いつも朝食が配膳されている。
　今日もその例に漏れず、ちゃぶ台の上には、望の朝ご飯が用意されていた。
　しかし、メニューはいつもと違っていた。
　普段は、朝はあまり食べたくないということを考慮しながらも、ちゃんと午前中のエネルギーとなるように、それなりにボリュームあるメニューとする傾向だった。
しかし今目の前にあるのは、たまご粥と、漬物だった。
確かに、いつもと比べてボリュームがあるわけではないし、調理の面でも魚や卵を焼いたりする手間がない為、朝食の準備としては楽な部類に入るものであったろう。
しかしそれは決して、倫の言う『手抜き』などではなく、二日酔いの身である自分のことを気遣った、喉を通りやすくお腹に優しい、酔いの幾らかを和らげるメニューであった。
これなら、何とか食べられそうだと、望は考えた。
　しかし不思議な事に、食事は一人分しか用意されていない。
　これから運ばれてくるのか、それともこの食事、今私の席にあるが、実は倫の分で、私の食事は今日はなしというオチで、
「今日の朝食は、妹不孝な人には見えない食事です」
　ということではないだろうか。
　そんなことを考えながら望が席に座ると、間もなく倫が入ってきた。
　彼女が部屋に入って来ることは、ガラス戸ががたっと言う音で気づいていたので、望はすでに目を逸らしている。
　そうして食事の方をじっと見ていた望の前に、かたっと白い液体が入ったコップと大きな紙パックの飲み物が置かれた。
　それは牛乳だと望が気づく前に、和服を着た倫の姿は、台所のガラス戸の方へと進んだ。
　これから自分の食事を持ってくるのだろうと、望が思っていると、
「倫は今日、先に出ますので、既にいただいてしまいました。お兄様は今日は一人で召し上がってください」と告げた。
　望は驚き、倫の方に顔を向けた。
　しかし倫は、既に戸に手を掛けており、また去る時も後ろ手に閉めたので、その顔を窺い知ることはできず、望は彼女の背を見送るしかなかった。
　戸が閉まり、台所から食器を洗う音が聞こえてきた頃、望は我に返り、改めて食事に目を向けた。
　粥には優しげな湯気がある。
　温かく、食べた人をそのまま包み込むような湯気が、スープの上を漂っている。その薄い稲穂色に染まったスープにはまず、器の半分を覆う溶いた卵があり、それは熱によって、白の僅かに混じるカナリアイエローの、ほふほふした触感をさせている。液体と固体の真ん中の、その絶妙な柔さは、米を包むに最適であり、一つ口に含めば汁が溢れ、身体は芯から温まるであろう。黄色と白の世界に浮かぶ、緑の長ネギは、一見異端者のように見えながらも、それは他の色を引き立てることで食欲をそそり、また薬味として味にも興を添えることになる。
　それら全てを包みこむ土鍋と、その器に刻まれた、撫でるようにささやかな模様は、淡く波打っていて、まるで抱擁するようであり、目に優しい白を多分に含んだ茶色も、その印象を仄かに裏付けている。
そのスープの中はまるで、楽しき子供時代の、最も幸福な思い出のようで、記憶がない望にも、どこか懐かしいという感情を抱かせた。
　粥という食事に、こんなにも柔らかなことを思えるのは、おそらくこういった食事をする時が、風邪などの弱っている時だからということもあるだろう。
　しかし望には、こんなに安らいだ気持ちになれるのは、この食事の向こう側に、自分に微笑む優しい人の姿を浮かべてしまうからなのだろうと思った。
　いただきますと、手を合わせた後、望はレンゲで直接、粥をすすった。
　――うまい。
　ほんのりと塩味の効いた出汁、のどごしのよい卵、湯の中を一粒一粒舞う米が身体を温める、美味しい粥だった。
　その食事が身体の芯へと染み込んでいったおかげであろう。
　食欲のなかった身体が、塩味の効いた水分を得ることで目覚め、もっと寄こせと、食欲を訴えてきていた。
　粥を器に移した後は、その言葉のままに、望は手を動かした。
　粥をすすり、漬物をかじった。粥をすすり、牛乳を飲んで、また粥をすすった。器から米がなくなれば、また土鍋から掬い、掻き込んだ。時に熱いまま掻き込み過ぎて、喉のあたりが熱くなったが、急いで牛乳を飲むことで事なきを得た。
　そして口に入れて飲み込むほどに、二日酔いもみるみるましになっていくことが身体に感じられた。
　何の気負いも、衒いもなく、朝食っていいものだなと、望は思った。
　もくもくとレンゲを動かし、あと少しで全部食べ終わるという頃、望はふと顔をあげ、目の前のちゃぶ台の席を見た。
　そしてそこに、いつもは座っているはずの、倫の姿を想った。
　そこで望は、とても満たされた気分にしてくれた食事をここに用意してくれた妹の、先ほどの言葉を思い返した。

それは、「倫は今日、先に出ますので、既にいただいてしまいました。お兄様は今日は一人で召し上がってください」というものである。

　望は笑った。
　どんな時でも、私と一緒の食事をしようと決めている倫が、先に食べたですって？
　倫に用事があって、早く起きなければいけない朝でも、私を無理やり起こして食べさせる倫が？　
私が職員会議や雑用等で遅くなり、先に食べていて下さいと私が連絡していたとしても、帰ってくるまで絶対に待っている倫が、先に食べてしまったですって？
　そんなこと――あるはずがありません。
　倫ほどの頑固者なら、例え遅刻したとしても、一緒の朝食をしないはずがありません。
　倫は、私が何も話したくないのを察して、先に食べたのです。
　自分がいては、心安らかに食事もできないだろうと察して、そうしたに違いありません。
　我が妹は元々、そんなに食べるのが早い方ではなく、きっと彼女は無理して急いで掻きこんで、時々さっきの私のように、熱いまますすって慌てて水を飲んだりしながら、食事を片付けたのでしょう。
　本当に敵わないなと、望は思い、
倫のさりげない優しさに、涙が零れそうになった。
　でも、それを望はこらえた。
　なぜなら、ここで涙を流すということは、私が倫からの優しさを期待していなかったということに他ならないからです。
　はっきり言いましょう。私は――倫を疑っていました。
　自分の嫌な気分の時に気遣ってくれず、嫌なことをしてくる人だと、思ってしまっていました。
　だから、予期しない優しさにホロリときてしまったのです。
　普段の倫をわかっていたならば、我が妹はそんなことをしないとわかっていたにも関わらず、私は勝手に嫌な相手だと思い込み、嫌な態度を取ってしまっていました。
優しい妹の愛情を疑うなんて、何て私は罪深いのでしょう。
　だから私は泣きません。今は嬉しさに泣きたくとも涙を流しません。
　倫の優しさを疑ったことを深く反省して、どんな時も倫は味方になってくれる幸いに笑おうと思います。
　その当たり前の優しさに、当り前に応えられるように、
　私は身体ではなく、心の中に感謝の涙を流すつもりです。
　そうすれば、私のちっぽけな心の器の中に、倫という柔らかな水が溜まり、どんな辛い時でもきっと、その想いやりを忘れずに、頑張って生きていけると、そう思いますから。
　そう。きっと、人はこのお粥のように、優しく温かい。
　それをまだ、私は信じることができそうだと、望は思った。
　そして望は、残りを急いで掻きこんで、彼女を呼んだ。
台所から倫が割烹着で手を拭きながら、（朝食の洗い物が、そんなに時間がかかるはずがありません。おそらく隣で、私の様子を窺っていたのでしょう）こっちにやってきた。
「何です、お兄様。いくら足りなくても何もあげませんよ。罰なんですから、ちゃんと反省して下さい」
　そう言って倫は、望の隣に座った。
　まだ、顔は怒っており、言葉も刺々しいものではあるが、瞳は優しく揺れている倫がそこにはいた。
　だから望は、
「いぇ、そうではなく」と一言断りを入れてから、
「先ほどは、すみませんでした。八つ当たりをしてしまって。それと昨日遅く帰ってきてすみません」と素直に頭を下げて謝った。
　その光景を目に移しながら倫は、「……」しばしの無言の後、
「なぜ、謝るんです、お兄様は」と倫は訊いてきた。
　倫の質問の意図がわからず、望は
「やはり、夜遅くまで飲み歩いて、たくさんお金を使ったのは、良くないと、倫が怒るのも無理はないかなと思いまして」と答えた。
　それに倫がふぅと溜息を吐いて、
「違います」と言った。
「違う？」と望。
「はい。私はそのことを怒っているのではありません」
「じゃあ、昨日飲み歩いた理由を言わないことでしょうか」
　話したくない内容なだけに、思わず険の言葉を持った望の言葉だったが、
「そうではありません」と倫は変わらずに答えた。
　すると、本当に何で怒っているのかわからなくなってきて、
「夕飯をダメにしたことでしょうか」と首を傾げながら言うと、
　それも違いますと、否定した。
　うーんと、それ以外にあるのでしょうかと、何とか考えようとすると、
　望は、はっと、嫌な可能性に思い当たり、おそるおそる、
「それとも昨日帰って来た時に、私は倫に何かしてしまったのですか」
　と訊いた。
　それに一瞬、倫は言葉を止めたが、また
「そ、そうではありません」と慌てて言った。
　倫の沈黙と動揺に背中がひやりとした望に、倫はその思考を遠ざける為か「私が怒っているのは、それではありません」とはっきり言った。
　倫は話を改める為に身体を真っ直ぐ望の方に向け、姿勢をただし、しっかりと望の目を見つめた。それにつられ、望も自然と姿勢を正す。
　一つ二つ三つ程の間を置いた後、倫は語り出した。
「誰だって嫌なことくらいはあります。ヤケ酒をしたくなる夜も八つ当たりをしたくなる朝もあるでしょう。だから私は怒りません。また、そんなふうに荒れてしまう出来事はいつだって突然ですから、そのせいで夕飯がダメになることも、家計を預かる身として多少腹は立ちますが、仕方ないことだと思います。昨日みたいなふうになった理由を、できれば話して欲しいとは思いますが、しかし誰だって話したくないことの一つや二つはあります。だから、話したいときだけ話してくれればいい、その時はしっかり聞きますからと、私は考えています。ただ――」
　そこまで強く望を見つめていた倫の視線が、そこで下へと揺らいだ。

「それでも連絡の一つくらいはしてください。あまり私を――心配させないでください」

「…………」
　本当に、倫には頭を下げさせられる。
　しかしそのまま、頭を下に向けてしまえば、目から何やら零れそうだったので、望は一言、はっきりと、
「――はい」と言った。

「それでは、行きましょうか、お兄様。早く出かける準備をしませんと、互いに遅刻してしまいますから」　

　真面目な話はこれでおしまいとばかり、明るく言って、倫は立ち上がった。
　それに微笑みながら望も、同じように立ち上がり、
「そうですね。そろそろ時田も来る頃でしょうし」と応えた。
「そうそう、お兄様。時田ったら、車の中でいやにサービスしてくるんですよ。やれ喉は乾いていないか、やれ寒すぎないか、飴を食べるか、ハンカチは持ったか、ティッシュは持ったか、歯は磨いたかと、うるさいんですよ。どうやら、私が実家を離れて、お世話が車の送り迎えだけになって、さみしいらしいのよ。私に何かしたくて、うずうずしているんだから。あれは執事の仕事ではなく、単なる病気よ」
「はは、困ったものですね、時田には」
「全くよ、お兄様。お兄様にも見せてあげたいわ。お兄様の前では沈着冷静の時田が、私と二人の時だと、お世話したそうに、うずうずしているのだから」
「意外と楽しい人なんですね、時田は――あぁ、噂をすればですか」
　ぴんぽーんとチャイムの後に、「お嬢様。おはようございます。時田でございます。お迎えにあがりました」と落ち着いた声が響いた。
「今行きますわ、時田。少々お待ちになって」
　そのまま玄関の方に倫は向かおうとして、ふと自分の格好が未だ着物のままだと気づき、慌てて、倫は自分の部屋へと走っていった。
　その姿を望は笑って見送った。
　しかし望は望で、準備をしなければいけないので部屋に戻ろうとして、しかし朝食の片付けが済んでないことに気づき、慌ててリビングに戻り、食器を台所に運んだ。
　しかし時間がないので、水にだけ付けておいて、帰ってからちゃんと洗うことに決め、望はまた、リビングに戻った。
　そこから出る前に、さっき朝食をしたリビングを、望は振り返り、先ほどの温かなやり取りを思い出した。
　倫のいつものような調子に、望はいつもの通り呆れて、笑った。
いつも通りでない気分の時は、それは何よりも救われることだと、日常の忙しなさの中で、望は思った。
　それは、どんな時でも私は揺らがないから、お兄様は安心して下さいと言っているような気がして、とても頼もしいことだと、望には思えたからだ。
昨日の今日で、小森さんには、まだ会いに行けそうにない。
　ダメージは大きく、昨日のことは思い出すだけでまた、絶望の下に這いずり回りそうになる。
　でも、それでも学校には行こうと思った。
教師の仕事を頑張って、真っ直ぐここに帰ってこようと思った。
なぜならば。

「――兄として、妹に心配ばかりかけるわけにもいきませんからね」

　望はリビングの戸を閉めて、廊下へと出た。
　例え私自身の、兄として倫のことを想う気持ちが偽物でも、倫の兄を想う気持ちは本物だと思えるから。
　だから望は、せめてそれに応えたいと思う。
　何ができるかわからない。何もできないかも知れない。
　でも。
「――それでも、私は倫に何かをしてあげたいと思うのです」
　それがきっと一番大事なのだと、望は笑った。
「どうかなさいましたか？　お兄様」
「いえ、何でもありません」
　セーラー服に着替え、階段からトントン降りてきた倫に、望は手を振ってこたえた。
　それに軽く首を傾げながらも倫は、笑って、
「それでは、お兄様行ってきます」玄関へと走っていった。
　少女のように駆ける我が妹。年の割に大人びている彼女の、いろんなものを抱えているだろう背中に望は目を細めていた。
　靴を履き、玄関の戸を持ったところで、倫がこちらに振り返った。
　何か忘れ物でもしたのかと思う望に、
「今日の晩御飯」といたずらっぽく笑う倫。
「？」と望。
「今日の晩御飯はお兄様が作って下さい。いつも倫ばかり作っているのだから、たまにはいいでしょう」
　ぽかんとしている、望の返事を聞かずに、
「それでは行ってまいりますね、お兄様」
　と言って、倫は元気に出かけていった。
　玄関で、私がご飯ですか、えぇとそれはどうしましょうか、作れるんでしょうかと悩む望の前で、再び戸が小さく開いて、
「ちなみに、お兄様のおごりですよ」
「えっ、いやちょっと」と慌てる望に対し、
「楽しみにしてますからね」と含み笑いをしながら、倫は今度こそ去っていった。
　そうして、玄関の戸を暫く見つめていた望ではあったが、
嵐のようにあわただしく去っていった、自分の妹の笑みを思い出し、
溜息を一つして、
「わかりました。善処しますよ、倫」と小さく呟いた。
　その顔はやはり、笑顔であった。

　望は、今だけ自分が不幸な人間だということを、忘れていたのだった。

· 　　　　　　　　　●

『心臓が激しく脈を打っている』

走り書きした文字を、私は眺めている。
　人が行き交う駅前の青銅の像、その前の手すりに腰かけ、私はノートを開き、その内容を流し読みしていた。
　そこには、私の心のようなものが書いてある。
　それは授業中、昨日私が感じた気持ちを思い出しながら、記したものだった。
『放課後、一人町をさまようのは切ない』
『すれ違う人が皆、私のように一人であるようにと願い、呪っている私、そんな自分に気づく時は惨めな気持ちになる』
『目に見えるものは、嘘臭い。特に幸せそうなものは全て』
『孤独孤独孤独。でも、それでいい。それより他にない』
『時々、地震が起きて街が瓦礫になって、ここにいる人達がその下敷きになればいいと思ってしまう』
そんなふうに初めの方は、いつも街を歩く時に感じ、考えることが書き連ねてある。
そうして私は私に、想像の中で街を歩かせてみる。
なるべく、あの時の気持ちを正確に思いだす為に、段階を私は踏む。
『うんざりする。うんざりする。自分に特に』
『町中を歩いたところで、何かに出会えるわけないのに。自分は何かしているってことに満足しているだけなんじゃないの？』
『無意味無意味無意味。私にも、私が生きていることにも、街の皆も学校の皆も、私も無意味。とにかく無意味で無意味で無意味』
『あぁ人を殴ってしまいたい。意味なんてないけど。どうにもならないとわかっているけど』
『大通りで裸になってしまいたい。そうすれば全部全部、希望とか言えるもの全部を、自分に対するそれを全部、自分も他人も諦めてくれるだろうから。まぁ無意味なんだけど』
『壊れたい消えたい壊してほしい消してほしい壊れたい消えたい消えてしまいたい壊れたい消えたいいなくなりたいどこかへ行ってしまいたいとにかくどうにかなりたいなんとかしてほしい。ホントに？』
そして、どうしようもなく苛立つ、あのくさくさした気持ちになった後に、私は私をあのバス亭のところに座らせる。
あの馬鹿馬鹿しい不意打ちの中で、私が思ったことをできるだけ丁寧に、あと行動した理由も、多少の推測を込めて書いてあった。
『最初彼は、私以外の人に話しかけているのかと思った』
『でも、その場に私以外の人間はいないので、すぐに話しかけているのは私だとわかった』
『でも、何もない私には、彼が私に話し掛けた理由がわからない』
『私は、彼がその用を言ってくれることを待った』
『なかなか言ってくれない』
『何か変なことを言っている、変な人だ』
『かわいいとか理解できない。冗談にしては下手くそだ』
『彼が頭を掻いている。きっと私の反応が薄いからだろう。いつもそうやって、私は私の周りの人を呆れさせ、人は私から離れていく』
『しかし、彼は去らなかった』
『そして急に大声をあげたのには、びっくりした』
『お腹が空いたと言った時には、心から呆れた』
『突然、彼がパフェでも食べに行かないかと聞いてくる』
『私は、一瞬何を言っているのかわからなくなる』
『でもそれはすぐ、『ちょっとお茶をしないか』と言っているのと同じで、これはナンパというやつだとわかった』
『そこで、私は混乱した』
『私なんかをナンパしてどうするのだろうと、私は思った』
『かわいくも、面白くも、愛想もない私といても、何の楽しくもないと考えたからだ』
『そこで私は思い出した』
『前に行われた会話で彼は、私のことをかわいいと言ったことに』
『あり得ない』
『あり得ないあり得ない』
『こんな私が、かわいいわけない』
『こんな私が、かわいいなんて言われるわけがない』
『私は、さらに混乱してしまった』
『混乱して、そのまま走りだしてしまった』
『走っている時、胸の痛みが現れた』
『そこで私は気づいた』
『彼との会話中は、胸の痛みが止まっていたということに』

　そこで、ノートの文字は終わっている。
　これより先に書くことが――私はナンパをされて、どう思ったのかがわからなかったからだ。
　私はノートを鞄にしまった。
　私は今、街の中にいる。
　彼が私を誘った街を歩いている。
　その街の中で、彼の姿を探している。
こんな所にいて、私はどうするつもりなのだろう。
　彼を探して、何を言うつもりなのだろうか。
　わからない。見当もつかなかった。
　でも、私はここに来たいと思っていた。
　だから、ここにいる。
　ここに来て、彼を待っている。
　昨日の彼はまだ来ない。
　来ないでほしいと願っている私がいることはわかる。
　何事もなくこのまま帰って、家で震えてでもいようと考える私も、確かにいる。
　私は今ここにいるのが嫌だ。とても嫌だ。
　その理由はわかっている。
　私は確かめたくはないのだ。
　私の疎ましさを変える何かというものが、彼と会うことでわかってしまうかも知れない予感があるからだ。
　それはとても滑稽だった。
　変化を望み続けていたくせに、地獄や死すらも願っていたのに。
　そんな些細な結末が来るのを何より恐れているなんて。
　結局のところ、私は疎ましいだけの日々を、嫌々ながらも愛していたのだろう。
　何かが決定的になるよりは、それが来ることをできるだけ引き延ばすことを願っていたのだろう。
　そんな日々がそのまま、『結末』まで続いていようと、私はそれでいいと、心の底では思っていたのだ。
　なら――ここから去ればいい。
　そんな自分の気持ちがわかったのなら、去ればいい。
　そのまま永遠に、何かから逃げ続ければいいじゃないか。
　胸は痛む。でも、それが何だと言うのだ。
　逃げることが幸福にはならないと誰が決めたと言うのだ。
　私は席を立ちあがり、空を見上げる。
　寒さは過ぎ、桜も散り、夏へと近づく前の、ただただ穏やかな空模様と陽気。それは私に水の中を彷彿とさせた。
　ここはぬるま湯の中だ。
　湯で殺しも、凍え死にもせず、
　かといって身体を温めも冷やしもしないぬるま湯の世界だ。
　ここでは多くの魚がいて、
　それぞれが、それぞれのものを得ていて、暮らしている。
　幸福と呼べるもの。不幸となるもの。
　そんなものを不平等に口にしていて、
　息をするのが楽しい魚もいれば、
　息をするのがやっとの魚もいる。
そんな時、私は思う。
　私はここにいるのか。
　私はここで何をしているのかと。
　だって、私は彼らの中に含まれていない。
　息をするのが楽しくも、息をするのが辛くもない。
　ただただここは、居心地が悪い。
　私がいてはいけない世界としか思えない。
　私は透明な魚？
　いや、もしかしたら私はすでに死んでいるのかも知れない。
　自らの死を知らず、魂だけが現世を彷徨っていて、だからこんなにいるだけで間違っているような気分にさせられるのかも知れない。
　それならいろんなことに納得がいく。
　私に幸福も不幸も与えられなかった理由。
　神様は、生きている人間の為にしか動かないからだ。
　死んでいる人間は天国に行くものと決めている神様にとって、そこから外れている人間に、施しも罰を与えることも間違っているからだ。
　運命は、永遠は、奇跡は、生きている人間にしか与えられない。
　死んだ人間は、邪魔されはしないが、援助もされない。
　ずっと、人の物語という輪の中から外れていて、誰からも語られない。
だから私は何も与えられない、それを認めろと実は親切な神様は（先程何もしないと考えたばかりだけど）、ぬるま湯という遠まわしな拷問で伝えているのかも知れない。
私は上に手を伸ばす。
　そこには太陽がある。
　幸せな人々の象徴たる太陽がある。
　しかし、それだけだ。
　私はその手を握る事も、諦めて下ろすこともできない。
　そうだ。私にはわかっていた。
　手を伸ばすだけの拷問、疎ましいだけの拷問に耐えかねて、
　私はいつか、その手をおろしてしまうと。
　おろして、そして、私は――。
　・・・・・・・・。
　私はそこで皮肉気に笑った。
　やはり、どうにもならないじゃないか。
　この先、そんな無為に疲れるだけの人生しか待っていないじゃないか。なら今ここで破綻を迎えてもいいじゃないか。
　やけくそに投げやりに自暴自棄に、とりあえず何となくいいかげんに、
　落ちて行ってもいいじゃないか。
　たとえばこんなふうに――私は太陽に伸ばしていた手を下ろし、再びそこに座ることにした。
　私は腹を据えた。
　私は彼を待つことから逃げないと決めた。
　何日かかっても、ここで彼が来るのを待ち続けると、そう決めた。
　どうせ無意味な人生だ。今更破綻を迎えたところで、社会に不適合な肉が処分されるだけのことだ。
　だったらせめて、破綻の行く先を最後まで見ていようじゃないか。
　そう腹をくくってしまうと、頭の中が冴えて、妙に落ち着いてきたので、私は先ほどの思考の続きをすることにでもした。
　具体的には、彼がした行動の意味を考えるということである。
　彼が私にしたこと。
　座っている女に話しかけ、和ませる（つもりだったのだろう）冗談を言い、その後で、相手を食事へと誘う。
　それは、どう考えてもナンパと決める以外にはない。
　その目的も、相手が私だということを考えなければ、すぐに考えが付く。
彼女が欲しいか、ＳＥＸをしたいかのどちらかだ。
ナンパということは、つまりそういうことだろう。
彼はそれを目的にして、私に近づいてきたのだ。
　逆に言えば、ナンパをしていた彼の元に来たということは、それはそのまま、私の願望ということにもなる。
　彼氏が欲しいか、ＳＥＸがしたい。
　それが私の真の願望で、私が望む『何か』なのだ。
　――しかし、こればかりは、その通りだとは思えなかった。
　そんな理屈で納得するほど、私の心は単純ではなかった。
　本当に、それが私の願望なのだろうか。
　彼氏なんてものもわからないし、
　ましてやＳＥＸなんてものもわからないし、別に知りたいとも思っていない。
　一生、そんなことを知らないままでも、別に構わないとすら私は思っているくらいだ。
　そんな状態のものを、果たして願望とすることができるのだろうか。
　私はそれを、自分の望む『何か』と決めることができるのだろうか。
　わからない――だけど、一つだけ確かなことはあった。
　私は、自分の胸に手を当てた。
　彼のことを考えるたびに、何か反応を起こしてしまう、厄介なそれのことを想った。
　ここには、何かの気持ちがある。
　何だかわからないけど、確かな気持ちが私の中にある。
　だから私は歩きまわった。路地を曲がり、デパートの中を歩き回り、彼が着ていた服に似た服があったら、中を覗いてみたりした。
　胸の気持ちの行く先を、街の片隅に捜し求めた。
途中、彼が言っていたパフェの前を通り過ぎもした。
制服の人や、大学生らしき人、子連れの人とかもいて、中々繁盛しているようだった。
しかし彼はいなかったので、私はそこを通り過ぎた。
そんなことを繰り返し、日がくれかかってきて、今日はもう会えないのだろうかと、諦めたその時――
「――いた」
私は街を一人歩く、彼の姿を見つけた。
彼は金髪でピアスで、黒の英語のＴシャツに、赤いシャツを前を開けて羽織っていて、青いジーンズをしていて、通りの向こうから歩いてくる。
人ゴミは、帰宅時間に合ってしまったのか、結構多く、見通しは悪かったけれど、私は彼の姿を見つけることができた。
彼がそこにいる、彼がそういう格好をして歩いている。
そうして詳細を見れば見るほど、私の心は、何だかわからない気持ちでいっぱいになる。
その切実に押されて、でも躊躇って、それでも我慢できなくて、私は歩みを進める。
彼はまだ気づいていない。
ポケットに手をつっこみながら、俯いている。
私の元に近づいてくる。
そこで私は心配になってくる。
果たして、彼は私のことを覚えているのだろうか。
私なんて人間のことを、ちゃんと覚えていてくれているのだろうか。
私が何だか勝手に勘違いして、彼に話しかけてしまって、それで不快に思われないだろうか。昨日逃げた癖に、今さら何だよと思われてしまわないだろうか。
それはとても怖い。
そんなふうに思われることは怖い。
しかし私が躊躇い戸惑っている時でも、私の歩は進んでしまう。
彼が私の方へと近づいてきてしまう。
今や気づかれても、おかしくないほどの位置に互いはあった。
私は、そんな当たり前の事実に動揺して、こんな時なのに、前に叩こうと考えたカップルのことを考えてしまう。
とても幸せそうな二人の邪魔をして、怒りを買おうとしていた、あの時のことを思い出す。
それが無意味なのはわかっている。
でも、どうしても抑えつけられないものがあることを、私は否定することができていない。
そんな恐れが――彼を深く傷つけようとしてしまうのではないかという恐れが、私のあと一歩を止めさせて。だから今俯いていて――
　
そして――彼が私の隣を通り過ぎていった。

　ダメだ。

　私は振り返り、彼の姿を求めた。
　雑踏という、私が何の価値を持てなかった人砂の中に、おそらく私だけの宝石を探した。
　急にとまった私に、後ろの人が迷惑そうにするけど、知ったことではない。
　今は、そんな敵意よりも、もっと大事なものがあるんだ。
　だから、邪魔してくれるな。
　叩かれたくなかったら、大人しく目をそらしていけ。
　いつも通り、いつも通りでいい。
いつも通りに、私なんか無視していてくれ。
そればかりが得意なんだろう、お前らは。だから邪魔するな。
　どこだ、彼は。彼はどこだ。どこに……彼は――。
・・・・・・。
　――見つけた。
　私は彼の方へ走った。絶対に追いついてやると、息を弾ませ、進んだ。
　人の川に逆らい、流れに乗り、また逆らいながら、彼へと続く道を、泳いでいった。
　それは滝壺に落ちたかのように、水面は遠く、下へと押しやる力は強い。
　しかもここはぬるま湯だから、寒さだとか暑さとかの本能を利用して、這い上がることはできず、諦めて沈む事はそう難しくはないだろう。
　だけど私は、水を掻く。
　水を掻いて、もがいて、水面へと出ようとする。
　私は私がどうしたいのかはわからない。
　彼との関係で、『何か』に絶対に出会える確信なんてない。
　その頼りとなる、私の今の気持ちですらよくわからないのに、そんなことわかるはずがない。
　だけど、私は水を掻くのだ。
　水を掻いて、人の川を逆らって、彼の元へといくのだ。
　なぜなら私は、暗く深い川の底から、絶望にすらなれない闇の中から、
　――彼という光を、垣間見てしまったからだ。
　私は彼に追いつき、通り過ぎ、彼の前へと回った。
　彼は急に現れた人影に、俯いていた顔をあげた。
　その目に、私の姿が写った。
　私は何もわからない。
　私はどうしたいのかわからない。
　私の気持ちはわからない――でも。
　私は目を丸くし、驚いている彼の前で、口を開いた。

「――あの、昨日私に話しかけてきたことを、覚えていますか」
　
　その気持ちの正体を確かめる為に、傍にいたいと思うことはいけないことだろうか？

· 　　　　　　　　　●

　望は、駅前のスーパーに来ていた。

　それは無論、今夜の晩飯の材料を買う為だった。
　望は今日一日、献立を考えていた。
　昼休みに図書室に料理本を借りるのは勿論のこと、授業がない時間は、こっそりとコンピューター室で料理のレシピを調べ、何を作ろうか真剣に考えていた。
　いつも迷惑ばかり掛けている倫に、どうせなら普段食べないような豪華なものを食べさせてあげたい！　――というのは山々ではあったが、自分のお小遣いは限られており、（しかも前日の飲み会で、もうあまり残っていない状態だ）というかそもそも、そういうものは作るの自体が難しく、料理に慣れていない自分の失敗は目に見えていた為、無難にカレーを作ることに決めた。
　小学生が調理実習とかで作るくらいだから、そう難しいものではないし、一度作れば、二、三食は浮いて、自分が飲んだ分の少しは賄うことができるだろうし、味に関しても、から揚げとか卵とか茄子とか、カレーの店みたいにいろいろ乗せてごまかせることができる、とそう考えたからである。
　そんな多少の打算を浮かべながら、望は肉売り場に到着し、カレー用と書かれた牛肉の、なるべく脂身が少ないのを物色した。
　その中の一つを手にとっては、グラム数と値段や、賞味期限などを考えて、また戻す。それを繰り返した後、安くなる時間まで待とうかと考えてはみるが、しかし倫を待たせてはまずいと思い、結局一つの肉を籠に入れた。
　そこで望は、自分の料理の行方について考えた。
　果たして倫は「お兄様お料理へたくそですわね」と笑ってくれるでしょうか。
　それとも意外な出来に驚いて、「思いっきりバカにする予定でしたが、お兄様やりますわね」とか言って、馬鹿にできなくて残念そうな顔をするでしょうか。
　はは。
相手がどんな顔をするか考えながら買い物するのは楽しいと望は思った。
　それはおそらく、思いつく料理の数だけ、相手との楽しい会話を考えることができるからだろう。今日はご飯がうまく炊けただの、今旬の素材を買ってみただの、この料理はちょっとこだわってみたとか、美味しい料理をきっかけにした何気ない会話からいろんな話題に発展していって、それでせっかくの美味しい料理が冷めてしまうのも一興だったりして。
　しかし、私の料理の腕前程度だと、あまり会話弾みませんかねぇ、倫の罵倒である意味会話が弾むかも知れませんが。うーん、でもやはり、大失敗することも考えられますから、もしもの時の為に、惣菜とか揚げ物とか余計に買っておきましょうかと、望はあいかわらずチキンである。
　すると、
「うん？」
　望は今、自分の学校の女子生徒が、向こうにいるのを見た。自分の学校の生徒だとわかったのは、それは相手が制服だったからである。
「……」
　ただの買い物をしているだけなら、別に問題はない。
　基本、気づかれないようにこそこそ逃げ回り、万が一目が合ったり、話しかけられたりしたら、適当に挨拶をすれば済むだけの話だ。
　しかし今回の場合、それで済む様子ではなさそうだった。
　彼女はこそこそと、物陰に隠れながら移動していた。
　棚から次の棚へと素早く動く、その横顔は真剣そのものであり、目は何かを見つめていた。
　――まるで、誰かのあとを付けているかのように。
・・・・・・・・。
　望は見なかったことにした。
　彼女の視線の対象を確認せず、（その間に自分が見つかってしまうかも知れないから）とりあえず現在の彼女の位置から、最も遠いところにある惣菜売り場へと望は足を運び、時間を潰すことにした。
　幸いなことに、彼女は望がそこを物色している最中に、スーパーの外へと出て行くところを見かけた。
　それで望は一息吐くことができ、安心して買い物を再開した。
　全てのものを籠に入れ、さてレジへと向かう望は、一つの売り場の前で止まった。
　それは冷凍食品売り場だった。
　少し考えた後、念の為に、冷凍食品のチャーハンを買っておいた。失敗したらそれを食べて、成功したらいつかの夜食にでもすればいいと考えたからだ。
　その考えに、私賢いですねと望は思いながら、（本当のところ、閉店時間が早くて、家から店が遠い田舎じゃないのだから、失敗したらコンビニでも行けば済む話なので、少しも頭良くはないのだが。まぁ、こういう思いつきというのは、その時は何よりのグッドアイディアだと思うものだ）ふと、さっきの女子生徒のことが思い浮かんだ。
　しかし、さっきのはなんだったんでしょうか。
　あんなこそこそ嗅ぎまわるような真似をして、まさか万引きＧメンのアルバイトでもしているわけじゃあるまいし。
　あんな真剣そのものの横顔で……うん？
　そこで望は、さっきの女子生徒が見覚えのある顔だということに気づいた。
　誰でしたっけ？
　廊下ですれ違っただけの、よそのクラスの生徒の顔でしょうか。
　もしかして記憶喪失前に見た生徒の、その顔だけを覚えているだけなのかも、しかしそれだと思いだすのは不可能かと望は考えると、それが誰なのかを呆気なく思いだした。
　そうだ。確かあれはクラス名簿で見た相手。
　なんだ。うちのクラスの生徒じゃありませんか。
　確か名前は、常月まといという生徒です。
　クラスでも特別目立つ生徒ではありませんし、最近学校にあまり来ていないので、すっかり忘れてしまっていました。確か今日も休みでしたね。
　――で、何で今日休んでいる彼女が制服でここに？
・・・・・・。
　もしかして、また何か起こるのでしょうか。

「――２６２４円になります」
「――ん。あぁはいはい。ちょっと待って下さい」
　そんな嫌な予感を振り払い、望は会計をした。
　何もなければいい。きっと何もなければいい。料理の成功だけを考えていればいいと心で念じながら、望は買った材料を袋に詰め、スーパーを出ていった。

　しかし、そういう嫌な予感は当たるものだった。

　――いや、料理の失敗の方ではなくて。

· 　　　　　　　　　●

　～～～～～チャーン♪
　
「まといちゃーん。さいこー」シャンシャン
　彼のタンバリンと声援に、恥ずかしい気持ちになりながら、私はマイクをテーブルの上にそっと置いた。
　そこは、カラオケのお店だった。
　私達は、カラオケの店に来ていたのだった。
　あの後、例の店でパフェを食べた後（そこでは奢ってもらった。自分で払おうとする私に「記念だから。むしろ俺が来たかったのだから」そんな理由で強引に押し切られてしまった。ちなみに味としてはそんなでもなかった。でも、種類が豊富だったから、他のものを食べたら気に入るものがあるかも知れない）、彼の話や冗談を聞きながら、街を気ままにぶらぶらした。
　しばらくして、駅前の通りに差し掛かると、カラオケの看板を見た彼が、「カラオケ行こうぜ、カラオケ。俺以外とうまいんだぜ。君も好きだろ、女子高生だし」「……私、行ったことないけど」「えっ！　マジで！　じゃあむしろ行かなきゃな。ほれほれ」と私はカラオケの中へと、彼に押されるがままに入ってきてしまったのだった。
　彼は私がカラオケが初めてなんてのは冗談だと思っていたらしいけど、（「いやいや、イマドキの若者で行ったことないやつなんて、ど田舎でもねぇって」のが彼の談だ）だけど本当に私はカラオケに来たこと自体が初めてで、入力の仕方がわからなくて困ってしまった私を見て、ようやく信じてくれたのだった。
そこで私は、曲の入れ方を彼に教えてもらって、おぼつかない手つきで、ようやく唄う曲を入れることに成功した。
厳密に言えば、私はカラオケ自体初めてではない。カラオケＢＯＸに入るのが初めてであり、カラオケの機械で、人前で歌ったことはあるのである。
確か私がマイクの前に立ったのは、小さい頃に一度、親戚で宴会をした時で。その時は、他の子が歌う曲に無理やり参加させられて、他の二人の子がはしゃぐ後ろで、ぼそぼそと歌った以来である。（曲は踊るポンポコリンだった）
・・・・・。
――これ、歌ったうちに入れていいのだろうか？　
……ま、いっか。
あぁ、そう言えば、彼女達は曲の本を見ながらリモコンで入力していたことを後で思い出し、それをさっきやればよかったかも知れないと、いろいろ歌った後で思った。でも今はどうやら、リモコンの他に、ペンで入力する小さな機械で曲を入れることができるらしく、どう考えてもそっちの方が便利であり、結局、思い出そうが思い出すまいが、私の知識は無意味だったことになる。
曲については問題なかった。最初は何を唄うか困ったけど、でもリモコンの中の履歴とか何年の流行とか、待機画面に流れてくる歌の名前とか、その中に幾つか聞いたことのある歌を見つけることができて、それを頼りにして何とか唄うことができたからだ。
　声も、最初はあまりうまく出せなかったけど、（何せ、人前で歌う経験は合唱曲くらいだ）
「俺が唄う曲で『わー』とか『あー』とか叫ぶところがあるんだけど、そこで思いっきり叫んでごらん」
　と言われるがままに大きな声を出したら、何だか気持ちが良くて、その後の歌では、結構大きな声が出せたと思う。
そこで彼に、「何だか色っぽい声だね。耽美っつうのかな。愛の歌を切なく歌ったら、結構良い線いくんじゃないの」って言われたので、
　その通りの歌で私が知っているやつ、（『金魚の接吻』って曲）で、採点してくれるモードを始めたら、
　９８点とか、本日最高得点が出て、そのおかげでお店からハニートーストっていう、たっぷりはちみつにアイスが乗っかった、一斤まるまる使った食パンのデザートがもらえて、とても嬉しかった。
　だってそれは今まで食べたどんなデザートよりもおいしく、すっかり好きになってしまって、帰ったら晩御飯があることも忘れて、もう一個味違いのやつを頼んでしまったくらいだった。
　さすがにちょっと食べすぎじゃないのと、彼も呆れていたけど、それでも笑ってくれたのには、私は嬉しかった。
そのまま私達は、結構長い時間唄ったり、笑ったり、タンバリンをたたいたりして、喉ががらがらになり、はしゃぎ疲れてしまった。
　するとそれに気づいたのだろう彼は、唄うのをやめて、私が楽しめるような話をしてくれた。
　彼の話。彼の変な友人の話。彼の大学の、偉そうな教授のモノマネ。
流行りの曲や、ドラマやバラエティの話。
　ネットで配信されている冗談のニュースや、テレビでは流せない過激だけど、面白いことをする人達の話。
　彼は本当にいろんなことを話してくれた。
楽しい話もあれば、悲しいものもあって、でもその悲劇が冗談の話だとわかって何だか安心してしまったりもして、そのほっとしたのが良かったりもして、どんな話も新鮮だった。
だけど、私が一番驚いたのは、その内容よりも、彼の話が尽きないってことにだった。
人間ってこんなに楽しい話や面白い話、いろんな遊び場所や楽しめるテレビ番組というものを、たくさん持てるものだということを、私はその時初めて知った。
それはどれも、私の普段の疎ましい生活にはないものだったけど、きっと彼のように生きていれば、自然と見つかる、そんなありふれたものなのかも知れない。
　だって世界には、こんなにも楽しいことで溢れていると、
　そう、彼が気づかせてくれたのだから。
　私の胸はとても温かだった。
　そんな自分に気づいた時私は、私が求めていた『何か』というものの正体が、ここにあるということに気づいた。

　きっとそれは、皆が持っている当り前なもので、とても大切なもので、言葉で表現するならば、それは――

「――やっぱ、笑った顔が一番かわいいな、まといちゃんは」

　そう言った彼の顔を、私はじっと見詰めた。
　それは勿論、私がその言葉を信じられないからであるが、彼の笑顔はとても自然で、冗談や嘘を言っているように思えなくて、ということはつまり、彼の言葉は本音ということで……
「――――」
　私の顔は急激に熱を増した。
かわいい。
かわいい。
かわいい。
かわいい。
かわいい？
――えっ、かわいいだって？
そんなこと言われたの、生まれて初めてだった。
　私が言われてきたのは、その逆の言葉ばかりだったから。
　かわいくないだとか、怖いだとか、何を考えているかわからないとか、
　そんな言葉ばかりを言われ続けてきたから、だからその言葉を言われることは、私にとって――

「あれ、俺何か変なこと言ったかな？」
　私が俯いたのを気遣って、彼がそう聞いてくる。
　私は恥ずかしかったけど、でもこんな私の為にいろんなことをしてくれた彼に応えたくて、
「……しぃ……す」
「ん？」
　でも、「かわいい」に「嬉しいです」と聞こえるように答えるのが、どうしても恥ずかしくてなって、でも聞いても欲しくて、私は代わりに、
「ありがとうございます」
　というお礼を、できるだけ大きな声で呟いた。
　その呟きが聞こえたのだろう、彼が再び優しく微笑むのが、俯いた視線の中で感じられた。
　それに私はますます恥ずかしくなって、私は彼のいないあらぬ方向、つまりは下に、思いっきり俯いた。
　すると、その視線の先に、私の腕時計が見えてしまった。
　時刻は、９時４７分を指していた。
　さすがに帰らないといけない時間だった。
　私の気持ちが、急激に落ち込んでいった。
　もうちょっと彼といたい。でも家に帰らないといけない。
　二つの気持ちがせめぎ合って、だけど私は結局、
「ごめんなさい、そろそろ帰らないと」と言ってしまった。
　そう言うと、彼も時計を見て、「――あぁ」と言った。
　そんな反応を見て、彼も私と過ごすことを、時間を忘れるくらい楽しく思ってくれていたのではないかと思って、私は嬉しくなった。
　でも、やっぱり何だか恥ずかしくて、赤面しているであろう顔を見られたくなくて、「ごめんなさいごめんなさい」とそそくさと、鞄を持って帰る支度を私は始めた。
　ドアへと向かう前に、そこでお金を払わなきゃってことに気づいて、急いで財布を出そうとすると、
「いいよ、俺も楽しかったから。今日はおごるぜ」
　って言われて、でも何だか申し訳なくて、それでも出そうとすると、
「大丈夫だって。さっき言ったと思うけど、春休みはずっとバイトしてたからお金はたんまりあるんだ。だから出さなくてもいいよ。だって高校生だろ？　まといちゃん。高校生のお金は大事に使わないとさ」
「でも……」なお言い淀む私に、
「わかった。じゃあさ。変わりにメルアド交換してくれる。また遊びたいからさ」と笑って彼は言った。
「はい。じゃあ少し待っていて下さい」メルアドを交換するという行為に、嬉しくなった私は――だって、今まで誰かと交換したことなどなかったのだ――待たせちゃいけないと、早く携帯を取り出そうとスカートのポケットに手を入れて――ない。
　私は鞄を開いた。
　ハンカチや教科書、ノートや筆箱の類はすぐに見つかったのだが、しかし肝心の携帯はそこにはなかった。
　よりにもよってこんな時にどうして、と焦る私が、鞄ごとひっくり返して探しても、やはりそこにはない。
　どうしようどうしようと考える私の後ろから、彼が不思議そうに見てくる。私はその視線に慌てて、どこで失くしたのか必死に思いだそうとすると、「あっ」と携帯の所在に思い当たり、俯くことになった。
すると、それを別の風に捉えたのだろう、「どうしたの？　携帯無くした？」、と彼が心配そうに尋ねる。
そんな彼に対し、振り返りながら私は、携帯の在り処を答えた。
「…………家に、忘れてしまいました」
「…………」
　おそらくその時の顔は、私史上一番、情けない顔をしていたことだろう。
　恥ずかしさのあまり、消えてしまいたくなって、それとこんな私に彼が怒り出すのではないかという気持ちに怯えて、私は俯いた。
　だけど彼は、
「ぷ」
　あはははははと、そんなダメな私に、彼はまたもや笑ってくれた。怒られずに済んだのは良かったと思ったけど、だけど情けない気持ちは、私の胸を締め付けて、私に顔を上げさせなかった。
「しかし天下の女子高生が、家に携帯を忘れるなんてなぁ」と、彼はあくまで朗らかに言った。
　だけど、私は申し訳ない気持ちでいっぱいで、彼の気遣いに気づけず、
「あまり携帯を使わないんです。……友達がいないので」と暗い事を言ってしまう。
　しかしそれでも、
「あーー、悪いこと聞いちゃったかなぁ」と、あくまで私を気遣うようにする彼の言葉を聞いて、失敗したことに何とか気づけて、
「――あぁいえ！　事実なので、大丈夫です。すみません。気にしないで下さい」と慌てながらも謝ることができたのは、私にしては上出来だった。
　彼は困ったように頭を掻いて、それから私に尋ねた。
「んーってことは、携帯の番号とかメールアドレスとかも……」
「……他の人に教えることないですし、メールも初期のよくわからないアルファベットのやつですから、よく覚えていません。すみません」
「なるほどねぇ。確かに最初買った時、メルアドとかそんなんだったなぁ」
　そうしみじみと、でも私を傷つけまいと、できるだけ優しく振る舞おうする雰囲気が、彼の言葉の節々から感じられた。
　だけど私は彼にそこまでさせるのが無性に申し訳なくなってきて、逃げ出したくて「あぁすみません。早く帰らないと親が心配するので。お金は今度でも」と言い放った。そして「気にしなくて大丈夫なのに」と呟く、彼に背を向けて、急いでドアの外に「さよなら」と早口な小さな声で告げて、出ようとした。
それに対し、「じゃあ、さよなら」と彼も自然に応えた。
　――そこで、私の足が止まった。
　まるで、自分の足が急に石でもなったかのように、私の歩みが止まった。――いや、同じ石なら、頭にぶつけられたかのようなと言った方が正しいかも知れなかった。
　脳の中枢に、大きな衝撃を受けた私にとっては。
　急停止した私に、「まといちゃん？」と尋ねる、彼の言葉が遠くに聞こえてくる。しかし私は答えられず、ある言葉が脳の中をリフレインしているのを聞いていた。
『さよなら』
　その言葉は、別れの言葉であり、今後会えなくなるかも知れない相手に、投げかける言葉だ。
　そう。結局のところ、私は彼と携帯の番号もメールアドレスも交換していない。互いに相手へと連絡する手段はなく、駅前で待っていたとしても、二度と会えないということも、十分ありえることだった。
　彼と二度と会えない――。
　その考えは、私の胸を強く締め付けた。
　こんな嬉しくて、楽しい時間が、私に二度と訪れない？
　再びまた、あんな疎ましい日々を一人で過ごせというの？
　彼のことを知って、彼の話を聞いて、彼といる喜びを知ってしまった今となっては、それは、
　それはとてつもなく――

　嫌だ。

「まといちゃん？　どうかしたの？」
　再びの彼の気遣う言葉。思いやりの言葉が、脳の深くへと届いた。
　その優しさに押され、私は無意識に、自分でも驚くほど大きな声で背中越しにいる彼に訊いた。
「――また、会えませんか」
　――その言葉に、返ってきたのは沈黙だった。
　その時、私は激しく後悔をした。
　どうして、そんなことを聞いてしまったのだろうと自分を責めた。
　沈黙が怖かった。
　相手の返事を聞くのが、とてつもなく怖かった。
　もしかしたら聞こえなかったかも知れない、という可能性に思いつかないほど、私の頭は恐怖に満たされていた。
　待つ時間が、店に流れる能天気な唄とメロディが、私の心を追い詰めていく。
　音がうるさい。頭に響く。優しいはずの愛の歌が、私を殺す呪いの歌に聞こえてくる。
　断られるのが怖い。私の勝手な勘違いだと悟らされるのが怖い。今、世界が終ってしまえばいいのに、と私は本気で考えた。
　――というか、あなたなんか断られて当り前だろう？
　恐怖と呪詛の間を押しいるように、私の心に言葉が走った。
　それは、私を落胆へと深めていく言葉だった。
　こんな面倒で、かわいくなくて、気持ち悪い自分と遊んでいても楽しいわけがないじゃないか。冗談の一つも言えない、面白い話の一つもできない自分と関わっても、何の良いこともないじゃないか。全ては一方的に自分が楽しいと思っているだけじゃないか。だから彼からの返事なんて、断る言葉に決まっているじゃないか。
　そんなことを言われるのはわかっていて、だけどせめて彼の口から直接聞きたくはなくて、だから返事を聞かずに行ってしまおうと、私はドアを開いて、外に出ようとした。
また、あの疎ましい日々を過ごすのだと諦めと共に。
だけどそこで――

「――いいよ」と答える彼の言葉と、笑みの気配を感じた。

　息が止まった。
　世界の光景も、音も止まった。
　目の前に映る光景が、光の中にいるように輝いてきて、ついには見えなくなっていった。
　音もメロディも、どこかの誰かの下手な歌も耳から消えていき、脳は彼の言葉だけを繰り返し流すだけのものになった。
　その目は全てを優しく映し、その言葉は頭に流れるたびに甘さを増していった。
　胸がいっぱいで、どうやって息をしていたのかわからなくなるくらいに、私は満たされていったのだ。
「一緒にまたどこかへ行こうぜ。今日はとても楽しかったしな。まといちゃんもそうだったんだろ？」
　彼の言葉が聞こえて、私は我に返った。
世界が元の光景を、耳が元の音を取り戻していった。
　だけど、呼吸はまだ上手く出来なくて、すぐに何か返事をしなきゃと思うのだけど、うまくいかなくて、そのことがとても恥ずかしくなっていって、そんな顔を見られたくなくて、私はまた、店の外へと走ってしまった。
　――そこから、どこをどう走ったか覚えていない。
　気付いたら私は、人がいない道の電柱に寄りかかり、息を弾ませていた。
　息を途切れさせながら、私は視線を下げ、視界の端で自分の手を見る。
　開いて閉じて、開いて閉じて。また開いて閉じてを繰り返す。
　そして自分がここにいることを確認する。
　次に意識をしながら、呼吸をする。
息を吐いて吸って、息を吐いて吸って――しかし、走った直後だったので、そこでむせてしまった。
　ケンケンケンと前のめりになるほど大きな咳をしながら、だけどその苦しさの中で、足下にちゃんとカバンがあることに気づいた自分は、まだ正気の中にいると理解する。
　そこで私は幾分落ち着けたので、呼吸が整うのを冷静に待つことができた。
　呼吸も意識も平静に戻る中で、私はさっきの出来事を思い出していた。
　あの、騒がしくも楽しいカラオケボックスの最後。
　彼は背中越しに、また会ってもいいと言ってくれた。
　その嬉しさの前の、激しい後悔と絶望から解放された瞬間の、あの愉悦、あの感覚を、目をつぶり、私はなぞってみる。
　すると、あの、深い淀みの底から引き揚げられたような、幸福の熱が全身を一瞬で包んだかのような法悦の欠片が、私の中を巡った。
悲しくないけど涙が出そうな、嬉しくて言葉にできないような、全ての存在に感謝したくなる時間のことを想った。
あぁ、と私は悦楽の溜息を洩らし、思った。
こんなにも嬉しい気持ちは初めてだったと――。
何だか身体が熱くなっていって、汗が出てきて、私は手を、頬に触れた。
　すると、手の感覚から、私は自分でも驚くほどに、自然に笑みを浮かべていたことに気づく。
　その意外さに驚き、だけどそれもまた、最高に嬉しかったことの証明だと思った私は、ますます笑顔になっていった。
　そこで私は、もう一つの『初めて』があったことに、遅らばせながら、気づいた。
　それは後悔だった。
そう――思えば私は、後悔というものをしたことがない。
　やりたいと思ったこと全てに挑戦してきたから、というわけでもなければ、何事も全力で取り組んできた、なんてことでも勿論ない。
　私には、望みがなかった。
　こうなりたいという理想がなかった。
　こんな素敵な誰かと一緒にいたいと切望し、その相手が自分のことを好きになってくれるようにと、何かに祈ったことがなかった。
だからそこには当然、そんな未来の為に動いてしまったら、全てが決定的になってしまうという悩みも、恋破れた後で、何も言わなければ良かったと後悔することもなかった。
悩みがないことは、良いことだと言う人もいる。
　悩み苦しみ絶望するくらいなら、何も考えられなくなった方がましだと考える人間がいる。
　その言葉につられ、私も疎ましい日々の中で、それを考えこもうとして、しかしダメだったことがあった。
　でも、それも当然なのだろう。
　私が、その試みに失敗したこともまた、当り前の結果なのだろう。
　なぜならば、
　悩みがない人生、願いがない人生、後悔がない人生、
　
それは――あまりに寂しいから。
　
「……あぁ」と、私は吐息を洩らしながら、また、あることに気づいた。
　かつて私は、自分の生きる日々を、疎ましいと称していた。
　決定的なことは決して何も起こらない、永遠のぬるま湯だと思い、感情を、イライラをもてあましていた。
　でも、そうじゃなかった。
　疎ましいという言葉は正しくなくて、イライラというのも自分の悩みがわからないことに対してのもので、本当の、私が抱いていた感情は『寂しい』ということではなかったのか？
　友人も恋人もいない、どうやって作ったらいいかがわからない、そもそも私には人と仲良くできる能力がない、そんな狂おしくなろうとも、どうにもならない事実から目を背けたくて、私は疎ましいとだけ称して、できるだけ何も考えないように生きてきたのではないか？
　
――あぁ。それが私を破滅させる『決定的なこと』だったのだ。
　
　だけど今の私は、そんな一生を決める重大な発見をしても、決して揺らぐことはなかった。
　恐れがないわけじゃない、この事実を前もって予想しており、それで心の準備ができていたから驚きが少なかったというわけでもない。
　恐怖はある。驚愕もある。だけど、それだけじゃない。
　私の胸の奥、そこには鼓動の高鳴りがある。
　それは温かく柔らかで、委ねてしまいたくて、
　だけど熱くて痛くて、駆け出してしまいたくなるものが、ここにはある。
　だから私は揺るがない。
　だから私は怯えない。
　この胸にあるもの。
　それが、私の人生の全てで、生きる理由だとわかるから。
　それを信じて、真っ直ぐ生きていけばいいのだから、もう何も迷うことなんてない。
　私は夜空を仰いだ。
　瞬く星と、月のある空気を吸い込んだ。
　そして、私は彼がくれた、最も大切なそれに名前をつけたくて、言葉が漏れるままに任せた。
「……私は、あなたのことが――」そう言って、しかし私は急に口を噤んでしまった。
　今その言葉を漏らしてしまったら、それがどこかに行ってしまうのではないかという、恐怖に襲われたのだ。
　そんなことはないとわかってはいるのだけど、しかしその想いに慣れていなかった私は、まだ少しもてあましてもいたのだった。
　だから今、私はその言葉を頭の中に少しでも残しておきたくて、あとちょっとだけ走ろうと決めた。
　そして私は、彼のこと以外の、余計なことを考えない為に、せいいっぱい走った。
　それはいつもの、街を彷徨い歩くのと同じ、頭を空っぽにする為の行為だったけど、いつもと違って今日は、とても気持ち良かった。
　夜を撫でていく風が、とても清々しくて、本当にどこまでも走っていけそうだった。
　だから私は、思い切り走った。
　溢れてくる気持ちを溢さないように。
　止まらない気持ちをとどめないように、私は走った。
　だけど、そんな気遣いをしなくても、私の嬉しさも楽しさも、どこまでも果てなく、広がっていくようだった。
　こんな気持ちは初めてだった。
　こんな楽しい夜は初めてだった。
彼に会うと走ってばかりだなと、私は笑い、再び夜空を見上げた。
　そこに、太陽はなかった。
　私が幸せの象徴と呼んだ、あの太陽が既に沈んでいるということは、見なくてもわかっていることだった。
　あの時、私は手を伸ばしていた。
　手を握れず、下ろせない自分のことを疎ましいと呼んでいた。
　中途半端に疎ましくあるくらいなら、いっそ破滅を望んでもいた、過去の私を想った。
　彼に再会することを、私は恐れていた。
　彼と話をすることに、私は怯えていた。
　そんな、決定的な何かに出会える可能性を嫌がる自分を、本当は疎ましい日々を愛していたんじゃないかと考えもした。
　でも、今ならわかる。
　私はそうじゃなかった。そうじゃなかったんだ。
　本当に破滅を求めていたのなら、
　本当に疎ましい日々だけを愛していたのなら、
　私は決して太陽に手を伸ばすことなんて、しなかったはずだ。
　結局彼に会わずに逃げて、家に閉じこもるか、もっと決定的に破滅的な、人への暴力や露出行為に逃げていたはずだ。
――そう。私は決して、不幸なんか望んじゃいなかった。
　決定的な何かを避ける日々を愛してもいなかった。

　私は幸福になることを、望んでいたのだ。
　私は幸福になりたいがために、太陽に手を伸ばしていたんだ。

　それを知った今、私は決して腕を下げようとはしないだろう。
　例え、その光と熱に身を焼かれようとも、腕が疲れきってしまおうとも、
この嬉しい気持ちを捨て去ることは、私にはもうできない。
　だって私は嬉しかったから。
　彼に出会えたことを神様に、心より感謝しているから。
　彼にあんなふうにかわいいと呼ばれることが心より嬉しくて、一緒に何かで遊べることが心より楽しくて、だから私はそんな日々を――おそらくいつかありふれて色あせてしまうかも知れない日常を、今は、今だけは、
幸福に、大切にしたいと――そう思えたんだ。

　だから私は、ようやく掴んだ嬉しい気持ちが、少しでも続くように、
　先の見えない夜空に、穏やかに吹く風に向けて、自分の想いを、言葉の溢れるままに、叫んでいた。
　
「……私は――あなたと、一緒にいたいです」

· 　　　　　　　　　●

　それがまといの、初めての恋だった。
　それは彼女にとって、とても幸せで、とても純粋なもので、
　しかし、それと同時に、恋することの業の深さを知ることとなったものだった。
　その末路を今、ここには書かない。
　それを書くことは、物語の流れに相応しくないからだ。
　しかし、完全に無視するわけではなく、
一端を窺い知る為の言葉は用意している。
　その説明――彼女が積み重ねた思考、彼女の性格の変遷については、
　後の新井智恵と久藤准の両者に委ねるつもりだ。
　だから時間を飛ばそう。
　まといの、今の恋まで。
　直接、糸色望が関わることになる、今の恋まで。
　これからは、その人に対して、ストーカーになっていく、
　まといの姿を、お見せしようと思う。
　
· 　　　　　　　　　●


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前編　終了　　後編に続く





